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電
力
統
制
と
五
大
電
力
経
営
者

l

課

題

橘

ノ

武

郎

本
稿
の
課
題
は
'

7
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
活
発
な
議
論
を
呼
ん
だ
電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ
る
電
力
業
経
営

者
の
動
向
を
検
討
し
t
の
ち
の
電
力
国
家
管
理
'
電
力
再
編
成
と
の
関
連
を
展
望
す
る
こ
と
に
あ
る
Q

従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
'
こ
の
時
期
の
電
力
統
制
問
題
は
'
電
力
国
家
管
理
を
必
然
化
し
た
前
史
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か

っ
た
q
そ
こ
で
は
､
電
力
連
盟
の
結
成
な
ど
を
通
じ
て
電
力
業
経
営
者
が
生
産
の
抑
制
や

｢独
占
価
格
｣
の
維
持
と
い
う
私
的
利
益
を
追

求
し
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
'
そ
れ
が

｢豊
富
で
低
廉
な
富
ガ
供
給
｣
を
標
梼
す
る
電
力
国
家
管
理
の
登
場
を
誘
発
し
た
と
す
る
議
論
が
展

(1
)

開
さ
れ
た
｡

(2
)

し
か
し
'
電
力
溌
制
問
題
を
め
ぐ
る
電
力
業
経
営
者
の
動
向
を

｢私
的
独
占
の
強
化
の
み
を
志
向
し
た
｣
と
断
ず
る
こ
と
に
対
し
て
は
へ

疑
問
を
禁
じ
得
な
い
｡
す
で
に
別
の
機
会
に
論
じ
た
よ
う
に
'
こ
の
時
期
の
電
力
業
経
営
者
の
多
く
は
'
料
金
認
可
制
の
採
用
や
公
的
監

1
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督
機
関
の
設
置
､
発
送
電
予
定
計
画
の
策
定
な
ど
の
公
益
規
制
の
強
化
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
た
｡
彼
ら
は
'
電
力
業
の
公
益
性
を
忘
却

し
､
最
大
限
利
潤
の
教
得
に
避
進
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
.
現
実
に
､
電
力
統
制
が
あ
る
程
度
進
展
し
'
改
正
電
気
事
業
法
の
制
定
と

電
力
連
盟
の
成
立
を
み
た

一
九
三
〇
年
代
前
半
に
は
'
｢豊
富
で
低
廉
な
電
力
供
給
｣
と
い
う
社
会
的
要
請
に
対
応
す
る

一
定
の
有

効

な

(3
)

シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
た
｡

従
来
の
研
究
史
に
お
い
て
は
'
電
力
業
経
営
者
が
電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ
っ
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
か
と
い
う
肝
心

の
実
態
把
握
が
不
十
分
な
ま
ま
に
､
彼
ら
が
私
的
利
益
の
追
求
に
適
進
し
た
と
い
う
結
論
の
み
が
先
行
し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
そ

の
原
因
と
し
て
は
'
互
い
に
密
接
に
関
連
す
る
二
つ
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

(4
)

第

一
点
は
'
財
閥
に
よ
る
電
力
業
の
支
配
を
強
調
す
る
通
説
的
理
解
の
影
響
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
理
解
は
､
電
力
国
家
管
理
を
総
資

本
的
立
場
に
立
つ
財
閥
が
個
別
資
本
的
立
場
に
固
執
す
る
電
力
業
経
営
者
を
お
さ
え
こ
む
過
程
と
と
ら
え
る
議
論
と
結
び
つ
い
て
'
私
的

利
益
の
追
求
者
と
し
て
の
電
力
業
経
営
者
像
を
つ
く
-
だ
す
有
力
な
根
拠
と
な
っ
た
｡
ま
た
へ
そ
も
そ
も
､
電
力
業
経
営
者
の
従
属
性
を

強
調
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
に
立
つ
限
り
､
電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ
る
彼
ら
の
自
立
的
な
ど

ヘ
イ
グ
ィ
ア
が
視
野
に
は
い
ら
な
い
の
は
'

い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
｡
な
お
'
財
閥
と
電
力
業
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
'
通
説
的
理
解
を
批
判
す
る
立
場
か
ら
す
で
に
い
く
ど

(5
)

か
論
及
し

た

の

で
'
本
稿
で
は
直
接
的
に
は
こ
の
論
点
を
と
-
あ
げ
な
い
｡

第
二
点
は
'
東
京
電
灯
社
長
の
若
尾
埠
八
の
存
在
で
あ
る
｡
政
友
会
総
務
で
も
あ
っ
た
若
尾
は
､
自
ら
の
政
治
的
野
心
を
充
足
さ
せ
る

(6
)

た
め
に
'
多
額
の
東
京
電
灯
の
社
金
を
政
友
会
の
政
治
資
金
と
し
て
流
用
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
｡
ま
た
'
彼
は
'
若
尾

一
族
が
大
畳
に

(7
)

保
有
し
て
い
た
東
京
電
灯
株
の
株
価
を
維
持
す
る
た
め
､
い
わ
ゆ
る
蛸
配
当
を
強
行
し

た
｡

宇
治
川
電
気
社
長
の
林
安
繁
は
'
同
社
社
内

報

『宇
治
川
』
の

一
九
二
六
年

一
〇
月
号
で
'
｢困
っ
た
事
は
電
気
事
業
に
対
し
尚
ほ

一
般
が
無
理
解
な
こ
と
で
あ
る
｡
夫
れ
は
電
気

事

(8
)

業
と
言

へ
ば
暴
利
を
食
ぼ
る
も
の
と
考

へ
ら
る
1
人
が
少
く
な
い
様
で
あ
る
｣
と
嘆
い
て
い
る
が
､
こ
う
し
た
電
力
業
経
営
者
に
つ
い
て
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第 1図 電力統制問題で活躍した電力業経営者の各社における役員経歴
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の
悪
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
､
当
時
最
大
の
電
力
会
社
で
あ
っ
た
東

京
電
灯
の
若
尾
ら

｢
甲
州
財
閥
｣
系
経
営
者
の
存
在
と
は
'
け
っ

し
て
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
｡
若
尾
の

｢放
漫
経
営
｣
は
つ
い
に

三
井
銀
行
に
よ
る
経
営

へ
の
介
入
を
招
い
た
が
'
財
閥
に
よ
る
電

力
業
支
配
を
強
調
す
る
通
説
的
理
解
は
'
こ
の
介
入
を
最
大
の
論

(9
)

拠
と
し
て
き
た
｡

し
か
し
'
こ
こ
で
力
説
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
､
若
尾
を

当
時
の
典
型
的
な
電
力
業
経
営
者
と
み
な
す
こ
と
は
適
切
で
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
｡
例
え
ば
､
東
邦
電
力
社
長
の
松
永
安
左
ヱ

門
は
'
若
尾
と
同
様
に
三
井
銀
行
か
ら
巨
額
の
資
金
融
通
を
受
け

な
が
ら
も
､
若
尾
の

｢放
漫
経
営
｣
と
は
対
照
的
な

｢科
学
的
経

営
｣
を
展
開
し
､
三
井
銀
行
か
ら
介
入
を
受
け
る
こ
と
な
く
経
営

(10
)

の
自
主
性
を
昇

い
た
｡
松
永
は
'
周
知
の
よ
う
に
'
そ
の
後
の
電

力
国
家
管
理
に
最
も
断
固
と
し
て
抵
抗
L
t
戦
後
の
電
力
再
編
成

に
指
導
的
な
役
割
を
は
た
し
て

｢電
力
の
鬼
｣
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
｡
松
永
の
動
向
に
注
目
す
れ
ば
'

一
九
二
〇
年
代
後
半

か
ら
三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
電
力
業
経
営
者
の
イ
メ
ー
ジ
が

一
変
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
｡
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本
稿
で
は
'
以
上
の
よ
う
な
研
究
史
の
反
省
を
ふ
ま
え
て
'
電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ
る
五
大
電
力
経
営
者
の
動
向
を
全
体
的
に
検
討
す

姐卿
E

る
｡
具
体
的
に
と
-
あ
げ
る
経
営
者
は
'
東
邦
電
力
の
松
永
'
東
京
電
灯
の
若
尾

･
郷
誠
之
助

･
小
林

二
二
㌧
宇
治
川
電
気
の
林

･
影
山

銑
三
郎
'
大
同
電
力
の
福
沢
桃
介

･
増
田
次
郎

･
有
村
憤
之
助
､
日
本
電
力
の
池
尾
芳
蔵

･
福
中
佐
太
郎

･
内
藤
熊
喜
な
ど
で
あ
る
｡
ま

た
'
五
大
電
力
経
営
者
で
は
な
い
が
､
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
部
員
と
な
っ
た
京
都
電
灯
の
石
川
芳
次
郎
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
｡
こ

れ
ら
の
経
営
者
の
各
社
に
お
け
る
役
員
経
歴
は
'
第
1
図
の
通
-
で
あ
る
｡
な
お
'
以
下
の
記
述
で
は
'
東
邦
電
力
は
東
邦
'
東
京
電
灯

は
東
電
､
宇
治
川
電
気
は
宇
治
電
'
大
同
電
力
は
大
同
'
日
本
電
力
は
日
電
'
京
都
電
灯
は
京
電
と
そ
れ
ぞ
れ
略
記
す
る
｡

4

二

電
力
統
制
問
題
の
経
過

(12
)

電
力
業
経
営
者
の
動
向
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
検
討
に
移
る
前
に
'
電
力
統
制
問
題
の
経
過
を
概
観
し
て
お
こ
う
｡

二
三
年
八
月
の
日
電
の
名
古
屋
進
出
を
皮
切
-
に
､

五
大
電
力
は
'
｢電
力
戟
｣

と
呼
ば
れ
る
激
し
い
大
都
市
の
大
口
電
力
需
要
秦
の

争
奪
戦
を
展
開
し
た
｡

五
大
電
力
の
う
ち
東
邦

･
東
電

･
宇
給
電
の
小
売
三
社
は
'

既
存
の
大
口
電
力
需
要
家
を
確
保
す
る
た
め
'
大

(13
)

同

･
日
竃
の
卸
売
二
社
か
ら
不
利
な
条
件
で
大
量
に
電
力
を
購
入
し
て
競
争
を
終
息
さ
せ
よ
う
と
し
た
｡
そ
の
結
果
'
第
2
図
に
あ
る
よ

う
に
'
二
三
年
か
ら
二
八
年
に
か
け
て
'
卸
売
二
社
の
業
績
の
好
転
と
小
売
三
社
の
業
績
の
悪
化
と
い
う
対
照
的
な
事
態
が
生
じ
た
｡
小

売
各
社
は
'
こ
う
し
た
局
面
を
打
開
す
る
た
め
'

7
九
二
〇
年
代
半
ば
ご
ろ
か
ら
業
界
の
再
編
成
を
主
張
し
始
め
た
〇

二
六
年
五
月
に
東
邦
の
子
会
社
東
京
電
力
が
東
京

へ
進
出
し
'
東
電
と
激
烈
な

｢電
力
戦
｣
を
展
開
す
る
に
お
よ
ん
で
､
電
力
統
制
問

題
は
急
速
に
社
会
問
題
化
し
た
｡
同
年
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
貴
族
院
公
正
会
､
政
友
会
t.
政
友
本
党
'
民
政
党
の
各
政
党
が
あ
い
つ

い
で
電
力
統
■制
構
想
を
発
表
し
た
の
に
つ
づ
い
て
'
二
七
年
四
月
の
電
気
協
会
の

｢電
力
統
制
要
綱
｣
の
策
定
'
二
八
年
三
月
の
日
本
動

力
協
会
の
電
力
統
制
会
の
組
織
な
ど
業
界
の
動
き
も
活
発
に
な
っ
た
｡
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
逓
信
省
は
'
二
七
年
三
月
に
電
気
局
長



を
部
長
と
す
る
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
を
設
置
し
'
電
力
統
制
に
関
す
る
具
体
的
準
備
に
と
-
か
か
っ
た
｡
第
1
表
に
あ
る
よ
う
に
､
同

調
査
部
の
部
員
の
大
半
は
五
大
電
力
お
よ
び
京
竜
の
代
表
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
､
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
は
主
要
電
力
会
社
が

一
堂
に
会

し
て
業
界
統
制
問
題
を
本
格
的
に
議
論
し
た
第

一
の
舞
台
と
な
っ
た
｡
同
調
査
部
は
､
二
八
年
九
月
に
､
供
給
区
域
独
占
の
原
則
的
確
認
'

料
金
認
可
制
の
採
用
'
統

一
的
発
送
電
予
定
計
画
の
策
定
'
電
気
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
旨
の
決
議
を
採
択

し
た
.
同
時
に
,
企
業
形
態
に
つ
い
て
も
決
議
を
行
な
つk

が
'
そ
れ
は
'
特
定
の
結
論
を
提
示
し
た
も
の
で
は
な
く
'
各
部
員
か
ら
提

経 営 史 学

第 2図 総資本利益率の推移

1923 25 27 29 31 33 35 37(年度)

L
(出典) 各社営美報告書

･注, 1･ 正 欝 若諾 禁書‡諾 諾 裂芸た2×100で弧

なお,各期平均総資本-(前期末総資本+当期末総資本)÷2｡

純益金.償却金,退蔵金等引当金は上期と下期の合計値.

2. 各社の会計年度は,宇治川電気 ･日本電力が前年10月～9凡

東邦電力が前年11月-10月,東京電灯 ･大同電力が前年12月一11
月である｡

出
さ
れ
た
諸
見
解
を
併
記
し
た
も
の
で
あ

っ
た
｡

臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
決
議
を
ふ
ま

え
て
逓
信
省
は
､
統
制
措
置
を
具
体
化
す

る
た
め
'
二
九
年

一
月
に
臨
時
電
気
事
業

調
査
会
を
発
足
さ
せ
た
｡
同
調
査
会
は
､

途
中
政
権
交
代
の
影
響
で
二
九
年

一
月
か

ら
六
月
ま
で
の
第

1
次
と
:
同
年

1
7
月

か
ら
三
〇
年
五
月
ま
で
の
第
二
次
の
'
二

波
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
｡
第

一
次
調

査
会
で
久
原
逓
相
が
諮
問
し
た
官
民
合
同

会
社
案
を
'
第
二
次
調
査
会
の
冒
頭
で
小

泉
新
逓
相
が
撤
回
し
て
以
降
'
企
業
形
態

5
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第 1表 臨時電気事業調査部の

部員

所 属

東 京 帝 大

鉄 道 省

東 邦 電 力

東 京 電 灯

東 京 電 灯

宇 拍 川 電 気

大 同 電 力

日 本 電 力

京 都 電 灯

氏 名
渋 沢 元 治

増 永 元 也

若麻績 安 治

太刀川 平 拍

沢 政五郎

井 専 三

村 慎之助

中 佐太郎

川 芳次郎

(出典) ｢電気事業調査会の経過と

内容｣(『ダイヤモソ ド』1929
年 4月15日号)

赤

永

有

福

石

の
問
題
は
棚
上
げ
さ
れ
'
既
存
の
企
業
形
態
の
ま
ま
で
実
現
可
能
な
統
制
措
置
の
具

体
化
に
議
論
が
集
中
し
た
｡
そ
の
結
果
'
三
〇
年
五
月
の
同
調
査
会
の
答
申
で
は
'

(14
)

｢供
給
区
域

ハ
原
則
ト
シ
テ
二

地
域

一
事
業
者
タ
ラ
シ
メ
｣
る
こ
と
と
と
も
に
'
料

金
認
可
制
の
採
用
'
発
送
電
予
定
計
画
の
策
定
'
電
気
委
員
会
の
設
置
な
ど
公
益
規

制
を
強
化
す
る
.こ
と
が
打
ち
出
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
諸
点
は
'
三

一
年
四
月
に
制
定

さ
れ
た
改
正
電
気
事
業
法

(施
行
は
三
二
年

二

一月
)
に
も
り
こ
ま
れ
'
実
施
に
移

さ
れ
た
｡

6

この

間
五
大

電
力

の業
績

は
'
第

2
図
に
あ

る
よ
う
に
､
小

売

三

社
'
卸
売

二

社
を
問
わ

ず
'
昭
和
恐
慌
の
影

響
で
二
九
年
か
ら
三

一

年
に
か
け
て
悪
化
し
た
O
さ
ら
に
'
三
二
年
以
降
は
'
主

1
年

〓

1月
の
金
輸
出
再
禁
止
後
の
為
替
低
落
を
う
け
て
電
力
外
債
の
元
利
金

(15
)

支
払
負
担
が
急
増
し
'
業
績
悪
化
に
拍
車
を
か
け
た
｡
こ
こ
に
業
界
統
制
の
強
化
は
焦
眉
の
課
題
と
な
り
'
三
二
年

一
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
'
五
大
電
力
首
脳
'
逓
信
次
官
'
金
融
機
関
代
表
者
が
参
加
し
て
電
力
統
制
会
議
が
開
催
さ
れ
た
｡
後
述
す
る
よ
う
に
'
こ
の
会
議

に
は
五
大
電
力
首
脳
の
統
制
案
が
あ
い
つ
い
で
提
出
さ
れ
'
電
力
統
制
会
議
は
五
大
電
力
が

一
堂
に
会
し
て
業
界
統
制
問
題
を
本
格
的
に

議
論
し
た
第
二
の
舞
台
と
な

っ
た
｡

電
力
統
制
会
議
で
の
議
論
を
経
て
五
大
電
力
は
'
三
二
年
四
月
に
カ
ル
テ
ル
組
織
で
あ
る
電
力
連
盟
を
結
成
し
た
｡
電
力
連
盟
は
'
改

正
電
気
事
業
法
に
も
と
づ
き
同
年

二

一月
に
発
足
し
た
公
的
監
督
機
関
で
あ
る
電
気
委
員
会
と
あ
い
呼
応
し
て
'
発
送
電
建
設
計
画
の
策

定
や
電
力
会
社
間
の
紛
争
裁
定
に
あ
た

っ
た
｡
ま
た
'
電
力
連
盟
は
'
東
西
電
力
融
通
や
外
債
打
撃
対
策
'
火
力
発
電
所
用
石
炭
の
共
同

購
入
な
ど
の
独
自
活
動
も
展
開
し
た
｡
こ
う
し
て

一
九
三
〇
年
代
前
半
に
は
､
｢
豊
富
で
低
廉
な
電
力
供
給
｣
と
い
う
社
会
的
要
請

に

対

応
す
る

一
定
の
有
効
な
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
､
三
〇
年
代
半
ば
に
は
'
電
力
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
ほ
ぼ
理
想
的
な
状
態
で
推
移
L
t
電
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(16
)

灯
料
金

･
消
費
者
物
価
比
率
と
電
力
料
金

･
投
資
財
物
価
比
率
は
と
も
に
低
落
し
た
｡

第
2
図
に
あ
る
よ
う
に
､
五
大
電
力
の
業
績
は
'
景
気
の
回
復
'
外
債
打
撃
対
策
の
進
展
'
社
債
の
低
利
借
換
の
進
行
な
ど
に
よ
り
'

(17
)

三
四
年
以
降
好
転
し
た
｡
し
か
し
'
業
績
好
転
の
過
程
で
'
三
二
年
の
電
力
統
制
会
議
で
議
論
さ
れ
'
電
力
連
盟
結
成
後
本
格
的
に
検
討

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
よ
り
根
本
的
な
業
界
錬
制
策
に
関
す
る
問
題
意
識
は
'
稀
薄
化
し
て
い
っ
た
｡
こ
の
こ
と
は
'
電
力
国
家
管

理
論
の
台
頭
を
も
た
ら
す
条
件
と
な
っ
た
｡
三
六
年
三
月
の
内
閣
調
査
局
の
国
家
管
理
案
表
面
化
を
契
機
に
'
東
力
業
界
を
め
ぐ
る
動
き

は
'
業
界
の
自
主
統
制
か
ら
電
力
国
家
管
理
論
争

へ
と
大
き
く
転
換
し
て
ゆ
-
0

電
力
統
制
問
題
の
経
過
は
ほ
ぼ
以
上
の
通
り
で
あ
っ
た
が
'
本
稿
で
は
'
こ
れ
を
'
①
二
八
年
九
月
の
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
決
議

ま
で
'
②
三
二
年
四
月
の
電
力
連
盟
の
結
成
ま
で
､
③
電
力
連
盟
の
結
成
以
降
t
の
三
つ
の
時
期
に
区
分
L
t
各
時
期
の
電
力
業
経
営
者

(18
)

の
動
向
を
検
討
す
る
｡

三

臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
決
議
ま
で

薫
邦
電
力

電
力
業
経
営
者
の
中
で
い
ち
早
く
電
力
統
制
周
題
に
と
り
く
ん
だ
の
は
'
東
邦
の
松
永
で
あ
っ
た
｡

松
永
は
'
彼
の
業
界
統
制
論
の
技
術
面
で
の
基
本
的
主
張
で
あ
る
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
の
実
施
を
､
早
く
も
二
三
年
三
月
に

(19
)

提
唱
し
た
｡
そ
の
後
の
彼
の
説
明
に
よ
れ
ば
'
当
時
多
く
の
電
力
会
社
が
採
用
し
て
い
た
水
力
偏
重
の
発
電
方
式
は
､
需
要
が
増
大
す
る

冬
季
が
渇
水
期
で
あ
り
'
需
要
が
減
退
す
る
夏
季
が
豊
水
期
で
あ
る
と
い
う
根
本
的
な
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
｡
そ
の
た
め
'
｢冬
季

の
最

大
負
荷
を
目
標
と
し
て
水
力
設
備
を
為
せ
ば
夏
季
に
於
て
益
々
剰
余
電
力
の
増
加
を
招
来
す
る
結
果
と
な
り
'
而
も
設
備
過
大
は
金
利
の

(20
)

負
担
を
重
く
し
引
い
て
原
価
高
を
免
れ
ぬ
｣
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
｡
そ
こ
で
彼
は
'
｢発
電
水
力
を
最
も
経
済
的
に
開
発
せ
ん
と
す

る

(21
)

に
は
'
流
量
減
少
し
て
発
電
力
不
足
の
場
合
'
他
に
是
れ
を
補
ふ
方
法
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ
｣
と
主
張
し
'
広
大
な
地
域
の
発
電
所
を
送

7
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電
線
で
連
系
し
て
発
電
力
の
過
不
足
を
調
整
す
る
超
電
力
連
系
と
'
建
設
費
が
低
廉
な
火
力
発
電
所
を
補
給
用

･
常
時
用
と
し
て
活
用
す

(22
)

る
水
火
併
用
方
式
と
の
'
二
つ
の
方
法
を
提
唱
し
た
｡
こ
れ
ら
の
方
法
は
'
不
定
時
電
力
の
定
時
化
に
よ
っ
て
需
要
を
増
進
し
､
多
額
の

建
設
費
を
要
す
る
水
力
発
電
所
の
利
用
効
率
を
高
め
て
'
発
電
コ
ス
ト
を
低
減
さ
せ
る
機
能
を
も
っ
て
い
た
｡

(23
)

東
邦
は
､
松
永
の
提
唱
を
す
ぐ
に
具
体
化
し
た
｡
超
電
力
連
系
に
つ
い
て
は
'
二
三
年
に
日
本
に
お
け
る
具
体
寮
を
作
成
し
'
二
四
年

に
大
日
本
送
電
株
式
会
社
設
立
案
を
発
表
し
た
｡
水
火
併
用
方
式
に
つ
い
て
は
'
二
四
～
二
六
年
に
名
古
屋
火
力
発
電
所
'
名
島
火
力
発

(24
)

電
所
へ
前
田
火
力
発
電
所
を
新
増
設
L
t
火
力
優
先
の
電
源
開
発
を
行
な
っ
た
｡
松
永
は
'
そ
の
後
も
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
の

(25
)

重
要
性
を
く
り
返
し
強
調
し
た
｡

(
26

)

松
永
の
業
界
統
制
論
は
制
度
面
に
も
お
よ
ん
だ
｡
彼
は
'
二
八
年
二
月
に

｢電
力
国
営
反
対
論
｣
を
発
表
し
'
当
時
台
頭
し
っ
つ
あ
っ

(27
)

(28
)

た
電
力
国
営
論
に
全
面
的
に
反
駁
す
る
と
と
も
に
､
｢国
営
な
ら
ざ
る
も
統
制
は
易
し
｣
と
述
べ
て
､
民
有
民
営
の
企
業
形
態
を
前

提

と

し
た
制
度
面
で
の
統
制
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
提
唱
し
た
｡
こ
の
面
で
の
彼
の
基
本
的
主
張
は
､
供
給
区
域
独
占
と
'
料
金
認
可
制
の
導

(29
)

人
や
公
的
監
督
機
関
の
設
置
等
の
公
益
規
制
強
化
と
を
セ
ッ
ト
で
実
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
｡

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
'
二
六
-
二
七
年
に
松
永
の
陣
頭
指
揮
の
も
と
で
東
邦
の
子
会
社
東
京
電
力
が
東
京

へ
進
出
し
､
東
電
と
激

烈
な

｢電
力
戦
｣
を
展
開
し
た
こ
と
は
､
自
由
競
争
を
排
し
'
供
給
区
域
独
占
の
確
立
を
主
張
す
る
彼
自
身
の
業
界
統
制
論
か
ら
の
逸
脱(30

)

で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
開
通
し
て
'
松
永
が
二
五
～
二
七
年
に
自
由
競
争
論
に
傾
い
た
と
す
る
見
解
も
存
在
す
る
が
'

そ
の
よ
う
な
評
価
は
必
ず
し
も
妥
当
で
は
な
い
｡
東
京
進
出
に
あ
た
っ
て
松
永
は
'
あ
ら
か
じ
め
東
京
電
力
の
東
電

へ
の
合
併
を
見
込
ん

(31
)

で
い
た
｡
つ
ま
-
､
東
電
と
の
競
争
を
最
後
ま
で
貫
徹
す
る
意
向
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
｡
彼
は
'
早
い
時
期
か
ら
､
業
界
の
中
心
的
存

在
で
あ
る
東
電
に
対
す
る
影
響
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
自
ら
の
業
界
統
制
構
想
を
実
現
す
る
上
で
の
重
要
な
足
が
か
り
と
な
る
と
考
え
て

(32
)

い
た
の
で
あ
り
､
彼
の
問
題
関
心
は
'
東
電
内
部
で
の
発
言
力
を
確
保
す
る
た
め
に
い
か
に
有
利
な
合
併
を
行
な
う
か
と
い
う
点
に
向
か

8



経 営 史 学

(資料1) 栓永安左ヱ門の 『電力統制私見』(1928年 5月 1日発表)の要旨

第1.統 制 案

(1) 公益事業として電気供給事業は,原則として供給区域内独占たるべきこと,すなわち

-区域一会社主義たるべきこと｡

(2)発電会社は′ト売会社に集業せしめ,需給の間に喰い違いを起し,会社の利害異なるた

め,競争を惹起する弊源を断つべきこと (立体的統制による自給自足)｡

(3) 一地域の統制成れば,過不足の調整,火力予備の共通のため,他地域と連絡をとるこ

と (水平的統制)0

(4) 地域を北海道 ･革北 ･関東 ･北陸 ･束縛 ･関西 ･中国 ･四国 ･九州に分かつ｡地域内

小売会社は合併せしむること｡ただし合併困難なる小売業者間は,生産プールを設くる

ことO

(5) 官営 ･市営による電気の需要はその地域内小売会社より購入して全電力の負荷率 ･散

荷率を向上せしめ,能率の発揮により,国費を省約すること｡

第 2･監 督 案

(1) すでに独占を原則とする以上,現在の技術的監督のほか,会社の内容に立ち入り,そ

の財政営業を厳しく監督すべきこと｡

(2) 料金は認可制度とすべきこと.

(3) 工事行政の統一を図るべきこと0

1) 一定の小売区域を有せざる事業者に発電着手を許さざること｡ただし自家用発電は

その種類および容量により規定をもって許可すること (自家発電法規の制定)0

2) 既設小売会社の区域内において,その発電配電を許可せられたるものにして,公益

上,殊に需給上必要なしと認めらるるものに対しては,その許可命令期間を延長し,

その工事の着手を延期または中止すべきこと,併せて既供給区域許可に関し整理を為

すべきこと｡

3) 送電線の共通連絡- 火力予備の共通プール設定,その利用ならびに送 ･配電線の

共通使用に関する規定の制定｡

4) 公益委員会を常設し,監督諮問械関たらしむること｡

(出典) 『棄却電力史』(1962年)

っ
た
｡
結
局
彼
は
'
二
八
年
四
月
の
東

京
電
力
の
東
電

へ
の
合
併
に
よ
っ
て
'

東
電
の
筆
頭
株
主

(東
邦
お
よ
び
東
邦

証
券
保
有
の
代
表
名
義
)
と
取
締
役
の

地
位
を
獲
得
し
た
｡
松
永
に
と
っ
て
東

京
進
出
は
'
自
ら
の
業
界
統
制
構
想
か

ら
逸
脱
し
た
行
為
で
は
な
く
'
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
ひ
と
つ
の
重
要
な
ス

テ
ッ
プ
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡

資
料
1
に
示
し
た
『
電
力
統
制
私
見
』

は
'
松
永
が
そ
れ
ま
で
の
自
ら
の
業
界

統
制
論
を
集
大
成
し
て
､
二
八
年
五
月

に
公
表
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
中
で

彼
は
､
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式

に
よ
る
水
平
的
統
制
に
加
え
て
､
新
た

に

1
区
域

1
会
社
主
義
に
よ
る
小
売
会

社
と
卸
売
会
社
の
合
併
と
い
う
立
体
的

統
制
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
｡
そ
し

9
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て
'
｢斯
く
し
て
極
度
迄
電
力
生
産
原
価
を
切
り
下
げ
'
其
利
益
に
よ
り
施
設
の
改
善
を
是
れ
図
り
'
以
て
需
用
家
た
る

一
般
産
業
界
に
､

(33
)

低
廉
に
し
て
確
実
な
る
電
気
を
提
供
し
'
完
全
な
る
奉
仕
に
よ
り
其
発
達
の
道
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
｣
と
述
べ
て
'
電
力
業
の
公
益
性
を

(34
)

強
調
し
た
｡
東
邦
を
代
表
し
て
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
部
員
と
な
っ
た
若
麻
績
安
治
は
'
同
調
査
部
に
お

い
て
'
『
電
力
統
制
私
見
』

(35
)

に
も
と
づ
く
業
界
統
制
の
実
行
を
主
張
し
た
｡

･

松
永
は
'
戦
後
の

｢私
の
履
歴
書
｣
の
中
で
'
『
電
力
統
制
私
見
』
に
つ
い
て
'
｢全
国
を
九
地
域
に
分
け
て

一
区
域

一
会
社
主
義
を
と

り
'
群
小
会
社
は
合
同
さ
せ
､
で
き
な
い
場
合
は
プ
ー
ル
L
t
供
給
区
域
の
独
占
を
認
め
'
鉄
道
省
が
多
く
持
っ
て
い
た
よ
う
な
官

･
公

営
の
火
力
設
備
も
民
営
に
移
し
て
全
国
的
に
電
力
の
負
荷
率

･
散
荷
率
を
向
上
さ
せ
'
料
金
は
認
可
制
と
L
t
監
督
諮
問
機

関

と
し

て

(36
)

へ36
)

〟

公
益
事
業
委
員
会
″

を
設
置
す
る
こ
と
な
ど
｣
｢戦
後
'
現
状
に
再
編
成
し
た
の
と
ほ
と
ん
ど
等
し
い
案
｣
で
あ
っ
た
と
回
顧
し
て

い

る
｡
『電
力
統
制
私
見
』
は
'
戦
後
の
電
力
再
編
成
を
二
二
年
前
に
見
通
し
た
歴
史
的
な
文
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
｡

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
､
同
じ
よ
う
に

｢電
力
戦
｣
に
よ
る
業
績
悪
化
に
直
面
し
た
多
く
の
小
売
電
力
会
社
の
経
営
者
の
中
で
'
な

ぜ
松
永
だ
け
が
へ
電
力
統
制
問
題
に
関
し
て
'
以
上
の
よ
う
な
突
出
し
た
先
見
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
｡
そ

の
答
え
は
'
生
涯
の
盟
友
の
福
沢
が

｢研
究
に
か
け
て
は
俺
も
人
後
に
落
ち
ぬ
つ
も
り
だ
が
'
松
永
の
徹
底
し
た
研
究
ぶ
り
に
は
兜
を
脱

(節
)

ぐ
｣
と
感
心
し
た
よ
う
に
'
調
査
研
究
を
非
常
に
重
視
す
る
松
永
の
姿
勢
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
彼
は
t
の
べ
四
〇
人
以
上
の
東

(38
)

邦
の
社
員
(役
員
を
含
む
)を
視
察
や
実
習
の
た
め
に
海
外

へ
派
遣
し
'
社
内
に
常
設
機
関
と
し
て
調
査
部
を
設
置
し
た
｡
海
外
派
遣
社
員

が
も
た
ら
す
欧
米
諸
国
の
情
報
や
調
査
部
の
一
連
の
研
究
成
果
は
'
松
永
の
業
界
統
制
論
の
基
盤
と
な
っ
た
｡
例
え
ば
'
起
電
力
連
系
と

水
火
併
用
方
式
の
実
施
と
い
う
彼
の
主
張
は
'
海
外
派
遣
社
員

(福
田
豊
)
が
持
ち
帰
っ
た
米
国
政
府
の
超
電
力
連
系
に
関
す
る
調
査
報

(39
)

告
の
内
容
を
継
承
し
た
も
の
で
あ
っ
た
L
t
.調
査
部
の
研
究
成
果
を
公
開
す
る
目
的
で
二
六
年

一
月
か
ら
二
七
年
九
月
に
か
け
て
刊
行
し

た
月
刊
誌

『
電
気
事
業
研
究
資
料
』
に
は
'
第
2
表
に
あ
る
よ
う
に
へ
彼
の
業
界
統
制
論
に
密
接
に
関
連
す
る
論
文
や
記
事
が
多
数
掲
載

10
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第 2表 東邦電力の 『電気事業研究資料』に掲載された電力統制問題に関連す

る主要な論文 ･記事

筆 者 表 題 掲 載 号

中 村 宏

福 田 豊

出 弟二郎ほか

手 原 直 宜

出 弟二郎

郎

蔵

か

二

は

弟

弥

郎二

村

弟

出

木

出

モーリス･
ノ､ドレ～

藤 隆 助

正

宜

広

直

川

原

略

字

出 弟二郎

水力と火力の組合せに裁て

水火併用運転に就て

電気供給事業は民営か

北米合衆国大西洋沿岸起電力連系調査報告 (翻訳)

米国に於ける公共事業監督機関に放て

北米コネチカット州に於ける電力取引所の実績

1925年米国公共事業資金状態

我国に於ける小規模電気事業の現在及将来

電力取引所の料金算定に裁て

独逸に於㌢ナる電気事業の国営及硫-論に裁て

電気の需要及消費の本質を論じて供給政策に及ぶ

電気事業に於ける波板償却

全米電力問題解決策としての水力開発及送電線に関
する研究 (翻訳)

社債と株式の比率に関する米国藷州の法規

1926年英国電気供給法に就て

電カブールの必要

電気事業界当面の緊要問題

独逸電気事業経済論

米国公共事業委員会制定の電気事業者の報告書に就
て

電気事業雑考

年 月号～年月号
1926. 1

26. 2

26. 2

26. 2′)26.12

26. 6′)26.ll

26. 9

26. 9

26. 9

26.10

26.ll

26.11′)26.12

27. 1へノ27. 5

27. 1′-27. 8

27. 2

27. 3へノ27.

27. 4

27. 4′〉27.

27. 4～27.

27.-5-27.

27. 8

(出典) F電気事菓研究資料』各号

(注) 松永の資金調達面での提言に関連するものも含む｡

4

9

9

8
.

(
40

)

さ
れ
て
い
た

｡

こ
の
時
期
の
東
邦
は
'
松
永

の
も
と
で
全
社
が
ほ
ぼ

l
丸
と
な

っ
て
'
電

力
統
制
問
題
に
積
極
的
に
と
り
く
ん
だ
と
言

(41
)

う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

東
京
電
灯

同
じ
小
売
電
力
会
社
の
経

営
者
で
あ
り
な
が
ら
､
東
電
の
若
尾
は
'
松

永
と
は
対
照
的
に
､
電
力
統
制
問
題
に
つ
い

て
ほ
と
ん
ど
発
言
し
な
か
っ
た
｡
わ
ず
か
に

若
尾
は
'
｢
現

在
電
力
統
制
の

方
法
と
し
て

考
案
さ
れ
て

いる
も
の
に
事
業

合
同
と
協
定

(42
)

と
が
あ
る
｣

と
L
t

｢私
見
を
以
っ
て
す
れ

(42
)

ば
合
同
を
最
善
と
信
ず
る
｣
と
述
べ
た
程
度

で
あ
っ
た
｡
若
尾
の

｢放
漫
経
営
｣
を
是
正

す
る
た
め
に
､
三
井
銀
行
の
池
田
成
彬
の
要

請
で
二
七
年
七
月
に
郷
と
と
も
に
東
電
入
り

し
た
小
林
は
'
当
時
の
状
況
を

｢実
際
は
'

そ
れ
か
ら
そ
れ

へ
と
競
争
や
協
定
や
､
引

つ

ゞ
い
て
合
併
と
言
ふ
や
う
に
多
忙
を
極
め
尽

ll
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(伯
)

し
て
居
っ
た
｣
と
回
想
し
た
が
'
こ
.の
時
期
の
東
電
は
'
当
面
す
る

｢電
力
戦
｣

へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
'
長
期
的
な
業
界
統
制
問
題
に

と
り
く
む
余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
｡

(鶴
)

宇
治
川
電
気

宇
給
電
の
林
は
'
二
六
年
に

1
連
の
論
文
で
'
卸
売
会
社
の
国
営
化
と
小
売
会
社
の
民
営
継
続
を
主
張
し
た
o

宇
給(45

)

電
を
代
表
し
て
臨
時
電
点
事
業
調
査
部
の
部
員
と
な
っ
た
永
井
専
三
は
'
同
調
査
部
に
お
い
て
'
林
の
主
張
に
沿
っ
た
発
言
を
行
な
っ
た
｡

一
方
'
こ
の
時
期
に
常
務
の
職
に
あ
っ
た
影
山
は
'
林
社
長
と
は
異
な
る
見
地
か
ら
'
電
力
統
制
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
に
発
言
し
た
｡

12

二
七
年
に
林
は
､
｢電
気
料
金
は
届
出
主
義
に
て
可
な
り
'
従
て
之
を
認
可
主
義
に
代

へ
る
と
言
ふ

じ
時
期
に
影
山
は
'
｢唯

7
無
二
の
電
力
統
制
策
｣
と
し
て
料
金
認
可
制
を
導
入
す
べ
き
だ
と

力
説

毒43芸
要

(鵡
)

な
し

｣
と
述
べ
た
が
'

同

(娼
)

京
都
電
灯

京
電
の
石
川
は
'
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
に
お
い
て
､
卸
売
会
社
の
国
営
化
と
小
売
会
社
の
民
営
継
続
を
主
張
し
た
｡

こ
の
主
張
は
'
同
じ
関
西
の
小
売
会
社
で
あ
る
宇
給
電
の
林
の
主
張
と
似
通
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
｡
ま
た
'
石
川
は
､
電
力
市
営
化
に
反

(49
)

対
す
る
立
場
か
ら
'
超
電
力
連
系
の
必
要
性
を
説
い
た
｡

大
同
電
力

大
同
は
'
卸
売
会
社
で
あ
っ
た
が
､
日
電
と
比
べ
れ
ば
早
い
時
期
か
ら
電
力
統
制
問
題
に
と
-
く
ん
だ
｡
こ
れ
は
'
目

電
に
先
ん
じ
て
電
源
開
発
が

一
巡
し
た
た
め
'
販
路
拡
張
の
武
器
と
な
る
自
由
競
争
論
か
ら
い
ち
早
く
脱
却
L
t
卸
売
会
社
の
利
害
に
か

な
う
業
界
再
編
成
を
志
向
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
iQ
っ
た
.

(マ
マ
)

(50
)

増
田
は
'
｢電
力
を
安
価
に
供
給
す
る
と
い
っ
て
も
'
無
暗
に
引

下
げ
ら
る
～
も
の
で
は
な
い
｣
'
｢生
産
費
を
低
下
す
れ
ば
'
い
く
ら

(50
)

で
も
需
要
が
増
す
も
の
と
思
ふ
は
間
違
っ
て
ゐ
る
｣
と
述
べ
て
'
発
電
コ
ス
ト
の
低
減
を
第

一
義
的
に
追
求
す
る
小
売
会
社
の
東
邦
等
と

は
異
な
る
立
場
を
と
っ
た
｡
そ
し
て
彼
は
'小
売
会
社
は
配
電
事
業
に
専
念
L
t
卸
売
会
社
が
発
送
電
事
業
を
独
占
す
る
と
い
う
'卸
売

･

(51
)

小
売
の
完
全
分
離
案
を
提
唱
し
た
.
こ
の
分
離
案
は
'
大
同
を
代
表
し
て
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
部
員
と
な
っ
た
有
村
の
持
論
で
あ
り
'

(52
)

有
村
は
'
同
調
査
部
に
お
い
て
'
こ
の
案
を
主
張
し
た
｡
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(53
)

7
方
'
松
永
と
の
関
係
を
通
し
て
早
い
時
期
か
ら
電
力
統
制
問
題
に
関
心
を
示
し
た
福
沢
は
'
増
田
や
有
村
と
は
異
な
る
提
唱
を
行
な

(別
)

っ
た
｡
福
沢
は
'
事
実
上
の
電
力
国
営
化
を
意
味
す
る
'
単
行
法
に
よ
る
特
殊
会
社
の
設
立
を
主
張
し
た
｡

た
だ
し
'
水
力
優
先
の
電
源

開
発
を
進
め
る
べ
き
だ
と
い
う
点
で
は
'
福
沢
､
増
田
'
有
村
の
三
者
の
意
見
は

1
致
し
て
い
た
｡

日
本
電
力

日
電
の
経
営
者
は
､
こ
の
時
期
に
は
電
力
統
制
問
題
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
発
言
し
な
か
っ
た
｡
日
電
を
代
表
し
て
臨
時

(55
)

電
気
事
業
調
査
部
の
部
員
と
な
っ
た
福
中
が
三
1
年
に
な
っ
て
も
自
由
競
争
論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
'

1
九
二
,

〇
年
代
を
通
じ
て
日
竜
の
経
営
者
の
業
界
統
制
に
.関
す
る
間
璽

息
識
は
き
わ
め
て
稀
薄
で
あ
っ
た
｡

四

電
力
連
盟
の
結
成
ま
で

束
邦
電
力

松
永
は
'
こ
の
時
期
に
も
'
業
界
統
制
に
関
す
る
技
術
面
お
よ
び
制
度
面
で
の
従
来
か
ら
の
基
本
的
主
張
を
く
り
返
し

(
56
)

た

｡

た
だ
し
'

一
区
域

一
会
社
を
実
現
す
る
こ
と
は
当
面
困
難
と
判
断
し
'
そ
れ

へ
い
た
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
'
｢
一
地
域
に
於
け

る

二

(57
)

(58
)

像
給
会
社
以
上
の
供
給
力
の
相
互
補
給
で
あ
る
｣
電
力
プ
ー
ル
の
形
成
を
最
優
先
さ
せ
る
姿
勢
を
と
っ
た
｡
東
邦
は
'
こ
の
松
永
の
方
針

を
具
体
化
し
､
三
〇
年
の
奈
良

･
四
日
市
支
店
の
譲
渡
に
よ
る
三
重
合
同
電
気
と
の
送
電
連
絡
へ
三

一
年
の
三
池

･
武
雄
間
送
電
線
の
新

(59
)

設
に
よ
る
九
州
四
県
の
送
電
連
系
な
ど
'
主
た
る
営
業
地
域
の
中
京
地
区
と
北
九
州
地
区
で
電
力
プ
ー
ル
の
形
成
に
力
を
入
れ
た
｡

ま
た
'
松
永
は
'
電
気
事
業
持
株
会
社
の
研
究
を
目
的
と
し
た
二
九
年
の
欧
米
視
察
の
前
後
か
ら
'
業
界
統
制
に
持
株
会
社
を
活
用
す

(60
)

る
こ
と
を
強
調
す
る
よ
う
に
な
っ
た
｡
帰
国
後
彼
は
'
持
株
会
社
に
よ
る
五
大
電
力
統
制
と
五
大
電
力
共
同
出
資
の
電
カ
ブ
ー
ル
管
理
会(61

)

社
設
立
と
い
う
よ
り
現
実
的
な
新
し
い
構
想
を
発
表
す
る
に
い
た
り
､
三
二
年
の
電
力
統
制
会
議
で
も
こ
の
新
構
想
の
実
現
を
主
張
し
た

こ
の
新
構
想
に
は
'
起
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
と
い
う

『
電
力
統
制
私
見
』
の
水
平
的
統
制
の
視
点
は
受
け
継
が
れ
て
い
た
が
､

一

区
域

1
会
社
主
義
に
よ
る
小
売
会
社
と
卸
売
会
社
の
合
併
と
い
う
立
体
的
統
制
の
視
点
は
欠
落
し
て
い
た
o

0

13
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こ
の
時
期
に
お
い
て
も
東
邦
は
､
前
の
時
期
と
同
様
に
'
発
電
コ
ス
ト
の
低
減
に
積
極
的
に
と
り
く
ん
だ
｡
卸
売
会
社
の
利
害
を
反
映

(62
)

し
て
'
電
力
料
金
は
｣
般
物
価
の
下
落
に
追
随
す
る
必
要
は
な
い
と
主
張
し
た
大
同
の
村
瀬
末

一
に
対
し
て
'
そ
の
よ
う
な
姿
勢
で
は
新

5照
E

興
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
顧
客
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
と
東
邦
の
宮
川
竹
馬
が
激
し
く
反
論
し
た
の
も
'
そ
の
現
わ
れ
で
あ
っ
た
｡

案
京
電
灯

東
電
で
は
'
三
〇
年
六
月
に
若
尾
が

つ
い
に
社
長
の
座
を
追
わ
れ
､
郷
と
小
林
が
経
営
の
実
権
を
握

っ
た
｡

(a
)

郷
は
'
二
八
年

1
0
月
に
五
大
電
力
首
脳
会
議
を
主
催
L
t
持
論
の
五
大
電
力
大
合
同
を
提
唱
し
た
｡

し
か
し
､
彼
は
'
ほ
ぼ
三
年
後

(65
)

の
三

7
年

二

一月
に
は
実
現
が
困
難
だ
と
い
う
理
由
で
大
合
同
を
事
実
上
断
念
し
､
電
力
統
制
会
議
に
は
直
接
的
に
関
与
し
な
か
っ
た
.

郷
の
大
合
同
構
想
は
'
｢財
界
世
話
役
｣
的
発
想
の
安
易
な
産
物
で
あ
り
'
資
産
評
価
'
人
事
配
置
､
債
務
処
理
等
の
大
合
同
に
と
も

な

う
諸
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
策
を
持
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
｡

小
林
は
'
二
九
年
以
降
発
電
コ
ス
ト
低
減
の
必
要
性
を
力
説
L
t
供
給
区
域
独
占
と
公
益
規
制
強
化
と
を
セ
ッ
ト
で
実
現
す
る
こ
と
を

(66
)

(G5)

主
張
し

た
｡
彼
は
'
三

7
年
の
時
点
で
は
郷
と
は
異
な
る
火
力
統
制
会
社
設
立
案
を
提
唱
し
て
い
た
が
､
郷
が
大
合
同
を
事
実
上
断
念
し

(68
)

た
の
と
い
れ
か
わ
り
に
'
三
二
年
三
月
に
五
大
電
力
合
併
を
前
提
と
し
た
統
制
案
を
提
唱
す
る
に
い
た
り
'
こ
の
案
を
電
力
統
制
会
議

へ

提
出
し
た
｡
そ
の
内
容
は
､
五
大
電
力
を
合
併
.し
た
あ
と
小
売
会
社
と
卸
売
会
社
に
分
割
し
'
卸
売
会
社
に
つ
い
て
は
'
い
っ
た
ん
半
額

に
減
資
し
た
の
ち
政
府
出
資
に
よ
る
倍
額
増
資
を
行
な
っ
て
､

半
官
半
民
の
企
業

に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
｡

こ
の
案
の
主
た
る

ね
ら
い
は
､
卸
売
会
社
の
半
額
減
資
に
よ
り
固
定
資
産
の
償
却
を
進
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
'
そ
の
背
景
に
は
'
｢原
価
を
安
く
せ

し
む

(69
)

る
こ
と
は
'
建
設
費
を
安
く
仕
上
げ
る
よ
り
外
に
何
人
に
も
名
案
は
な
い
｣
と
い
う
小
林
の
考
え
方
が
あ
っ
た
｡
し
か
し
'
全
体
的
に
は

小
林
の
統
制
案
は
'
超
電
力
連
系
や
水
火
併
用
方
式
等
の
技
術
面
で
の
発
電
コ
ス
ト
低
減
策
を
欠
い
た
も
の
で
あ
り
'
松
永
の
統
制
案
に

比
べ
て
見
劣
り
が
す
る
こ
と
は
否
め
な
か
っ
た
｡
こ
れ
は
'
電
力
業
経
営
に
対
す
る
小
林
の
経
験
の
浅
さ
の
必
然
的
帰
結
で
あ
っ
た
｡

(70
)

宇
治
川
電
気

林
は
'
従
来
の
卸
売
国
営
'
小
売
民
営
の
併
進
論
を
三

7
年
に
は
明
言
し
な
く
な
り
'
電
力
統
制
会
議
で
は
別
の
新
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(
マ
マ
)

し
い
提
案
を
行
な

っ
た
｡
こ
の
新
提
案
は
'
形
の
上
で
は
'
｢北
海
'

東
北
'
関
東
'
中
京
'
関
西
'
中
国
'
四
国
､
九
州
等
各
地
方

別

(71
)

(72
)

に
各

一
社
に
績
む
る
｣
と
い
う
地
方
的
合
同
論
に
立
脚
し
て
い
た
｡
林
が
ほ
ぼ
同
時
に
火
力
重
視
の
姿
勢
を
示
し
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
'

こ
の
時
期
の
彼
の
主
張
に
は
松
永
の

『電
力
統
制
私
見
』
に
相
通
ず
る
も
の
が
あ

っ
た
｡
も
し
へ
林
が
'
大
同
や
日
電
と
い
う
有
力
な
卸

売
会
社
が
足
場
を
置
く
関
西
地
区
に
お
い
て
'
地
方
的
合
同
を
積
極
的
に
推
進
し
た
と
す
る
な
ら
ば
､
松
永
の

『
電
力
統
制
私
見
』
は
実

現

へ
向
け
て
大
き
な

1
歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
で
あ
ろ
た

し
か
L
t
実
際
に
は
林
は
'
関
西
地
区
に
お
け
る
地
方
的
合
同
に
関
し
て
き

わ
め
て
消
極
的
で
あ

っ
た
｡
と
い
う
の
は
'
彼
の
地
方
的
合
同

経 営 史 学

第3表 林による地方別余剰電力 (1929年末)

(単位千 kV)

計地 方 別

⑳ 火力発電所に於ける補給出力
および予備出力

68711,924㊨-◎-⑳ 正味供給可能 電力

63411,668㊦ 平 均 最 大 発 電 電 力

(出典) 林安繁 ｢電気事業刻下の諸問題で1)｣(『電気公論』第15巻第11
号,1931年10月)

論
の
主
眼
は
関
東
と
関
西
の
地
方
的
差
異
を
強
調
す
る
こ
と
に

あ

っ
た
の
で
あ
り
'
｢要
す
る
に
合
併
に
依
る
統
制
は
関
東

に

必
要
で
あ
る
が
'
関
西
に
は
大
体
の
協
定
が
出
来
て
居
る
か
ら
'

(73
)

合
併
に
依
る
統
制
の
必
要
は
無
い
｣
と
い
う
の
が
林
の
新
提
案

の
最
終
的
結
論
だ

っ
た
か
ら
で
あ
る
｡

こ
の
時
期
の
林
が
関
西
地
区
で
の
電
力
統
制
に
消
極
的
な
姿

勢
を
と
っ
た
背
景
に
は
'
同
地
区
で
は
深
刻
な
電
力
過
剰
が
存

(74
)

在
し
な
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た

｡

第
3
表
は
'
林
が
こ
の
点

を
説
明
す
る
た
め
に
用

いた
も
の
で
あ
る
｡
彼
の
説
明
は
お
よ

(75
)

そ
次
の
通
り
で
あ
っ

た
｡

通
常
'
可
能
出
力
と
し
て
は
⑥
が
想
定
さ
れ
る
が
'
そ
れ
は

機
械
的
可
能
出
力
で
あ

っ
て
'
正
味
の
可
能
出
力
で
は
な

い
｡
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号3第時針

正
味
の
可
能
出
力
⑥
を
求
め
る
た
め
に
は
'
⑥
か
ら
火
力
発
電
所
に
お
け
る
補
給
出
力
お
よ
び
予
備
出
力
⑧
を
差
し
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
｡

従

っ
て
'
実
際
の
余
剰
電
力
は
'
⑪
で
は
な
く
⑥
と
な
る
｡
二
九
年
末
の
近
畿
地
区
の
余
剰
電
力
は
'

一
般
に
は
三
三
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
'
実
際
に
は
五
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
い
｡

(76
)

こ
こ
で
の
林
の
議
論
は
､
現
実
に
は
関
西
地
区
で
の
電
力
過
剰
を
過
小
評
価
し
た
も
の
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て

立
ち
入
る
余
裕
は
な
い
が
､
し
か
し
'
こ
の
時
期
の
関
西
の
電
力
業
経
営
者
の
中
に
は
'
大
同
の
増
田
や
京
竜
の
石
川
の
よ
う
に
､
林
の

(77
)

ほ
か
に
も
電
力
過
剰
問
題
を
楽
観
視
し
て
い
た
者
が
い
た
こ
と
も
事
実
で
あ
っ
た
｡

宇
給
電
の
影
山
は
'
三

7
年
四
月
の
改
正
電
気
事
業
法
の
制
定
に
よ
り
持
論
の
料
金
認
可
制
が
実
現
し
た
の
ち
も
'
積
極
的
に
業
界
続

へ78
)

(79
)

制
問
題
に
言
及
し
た
｡
し
か
し
､
影
山
に
つ
い
て
は
､
林
が
否
定
的
な
評
価
を
下
し
た
五
大
電
力
大
合
同
論
を
支
持
L
t
｢関
東
'

関

西

(80
)

を
通
じ
て
最
早
協
調
が
出
来
た
｣
と
述
べ
る
な
ど
､
林
と
の
相
違
が
ひ
き
続
き
目
立
っ
た
｡
総
じ
て
宇
治
電
'
東
電
､
大
同
の
場
合
に
は
､

松
永
の
も
と
に
全
社
的
な
体
制
で
こ
と
に
あ
た
っ
た
こ
の
時
期
ま
で
の
東
邦
の
場
合
と
は
対
照
的
に
'
電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ

っ
て
経
営

者
の
あ
い
だ
に
意
見
の
敵
齢
が

7
貫
し
て
存
在
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
.

(81
)

大
同
電
力

こ
の
時
期
に
も
'
福
沢
が
特
殊
会
社
の
設
立
を
提
唱
し
､
増
田
と
有
村
が
卸
売
会
社
と
小
売
会
社
の
完
全
分
離
を
提
唱

(82
)

す
る
と
い
う
状
況
が
続
い
た
｡
電
力
統
制
会
議
に
は
増
田
が
出
席
し
'
卸
売

･
小
売
完
全
分
離
論
を
展
開
し
た
｡

(83
)

ま
た
､
卸
売
会
社
の
立
場
を
守
る
た
め
に
､
村
瀬
が
料
金
引
下
げ
論
に
'
有
村
が
資
産
切
下
げ
論
に
'
そ
れ
ぞ
れ
反
駁
し
た
｡

日
本
電
力

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
福
中
は
'
こ
の
時
期
に
自
由
競
争
論
を
展
開
し
た
｡
こ
れ
は
池
尾
の
場
合
も
同
様
で
､
供
給
区

(臥
)

域
独
占
の
弊
害
を
説
き
'

具
体
的
な
業
界
統
制
構
想
を
提
示
し
な
か
っ
た
｡

日
電
の
中
で
電
力
統
制
問
題
に
中
心
的
に
と
り
-
ん
だ
の
は
'
二
九
年
に
福
中
に
代
わ
っ
て
専
務
に
就
任
し
た
内
藤
で
あ
っ
た
｡
内
藤

(85
)

は
'
同
年
に
東
邦
か
ら
移
籍
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
'
当
初
は
松
永
に
近
い
業
界
統
制
論
を
展
開
し
た
｡
し
か
し
'
内
藤
は
'
卸
売
会
社
の
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学負営経

経
営
者
の
立
場
を
徐
々
に
鮮
明
に
L
t
三

7
年

三

月
に
は
'
先
述
し
た
料
金
問
題
を
め
ぐ
る
大
同
の
村
瀬
と
東
邦
の
宮
川
と
の
論
争
に

(86
)

関
し
て
'
村
瀬
を
支
持
す
る
見
解
を
表
明
し

た
｡
そ
の
後
内
藤
は
'
既
存
需
給
契
約
の
尊
重
を
含
み
卸
売
会
社
に
有
利
な
内
容
の
電
力
連

(87
)

盟
結
成
案
を
作
成
し
'
電
力
統
制
会
議

へ
提
出
し
た
｡
内
藤
案
は
､
小
売
会
社
の
意
向
を
反
映
し
た
若
干
の
手
直
し
を
経
て
実
行
に
移
さ

(防
)

れ
る
こ
と
に
な
り
'
三
二
年
四
月
に
電
力
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
.

五

電
力
連
盟
の
結
成
以
降

東
邦
電
力

松
永
は
,
電
力
連
盟
の
結
成
直
後
に
は
,
連
盟
に
対
す
る
直
接
的
な
評
価
を
下
さ
な
か
っ(Si30
し
か
し
･
三
三
年
八
月

に
電
力
連
盟
が
水
力
開
発
の
再
開
を
決
定
す
る
と
'
彼
は
'
水
力
偏
重
主
義
の
再
来
と
し
て
こ
れ
に
猛
烈
に
反
発
L
t
｢連
盟
は
成

立
後

(鍋
)

一
年
有
半
の
間
に
東
電
日
電
の
紛
争
を
解
決
し
た
の
み
で
他
に
特
記
す
可
き
何
等
の
仕
事
も
し
て
居
な
い
｣
'
｢旧
来
の
電
力
界
不
統
制
か

ら
眺
む
れ
ば
個
人
経
済
の
優
秀
性
に
於
い
て
遺
憾
乍
ら
日
本
人
の
力
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
｡
若
し
過
去
を
顧
み
て
今
後
完
全
に
統
制
さ
れ

る
な
ら
勿
論
異
論
は
な
い
が
'
如
何
に
し
て
も
的
牛
角
上
の
争
ひ
を
止
め
ず
自
己
の
権
利
を
主
張
し
て
協
調
不
可
能
の
場
合
は
国
有
'
半

(
S!)

官
半
民
統
制
会
社
の
何
れ
た
る
を
間
は
ず
'
こ
の
方
に

一
歩
を
踏
み
出
す
る
を
勧
め
度

い｣と
述
べ
る
に
い
た
っ
た
｡

(91
)

松
永
は
官
民
共
同
出
資
の
火
力
統
制
会
社
を
設
立
す
る
と
い
う
対
案
を
た
だ
ち
に
琴

不
し
た
が
'
電
力
連
盟
の
発
電
計
画
専
門
委
員
会

は
こ
れ
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
｡
連
盟
が
拒
否
し
た
理
由
は
'
①
法
律
上
の
手
続
き
'
現
物
出
資
の
際
の
資
産
評
価
'
運
転
面
の
技
術
な

ど
の
点
で
､
松
永
案
を
実
行
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
判
断
し
た
こ
と
｡
②
宇
治
電

･
大
同

･
日
電

･
京
電
の
関
西
四
社
が
共
同
で
三

(勉
)

一
年
七
月
に
設
立
し
た
関
西
共
同
火
力
を
'
当
面
優
先
さ
せ
る
方
針
を
と
っ
た
こ
と
｡
の
二
点
で
あ
っ
た
｡

松
永
は
'
早
い
時
期
か
ら
京
阪
神
地
区
で
の
火
力
発
電
所
の
発
展
に
注
目
し
'
そ
れ
を
超
電
力
連
系
の
一
環
に
編
入
し
て
全
国
的
な
レ

(93
)

ベ
ル
で
効
率
的
に
活
用
す
る
こ
と
を
'
自
ら
の
業
界
統
制
構
想
の
技
術
面
で
の
中
心
に
す
え
て
い
た
｡
従
っ
て
'
関
西
四
社
が
関
西
地
区
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早3第時日
巴

第

を
発
表
し
た
際
に
'
関
西
共
同
火
力
の
設
立
に
つ
い
て
批
判
的
な
見
解
を
1/lT
L'■ー′ヽt
た9i4重

の
枠
内
で
火
力
発
電
所
の
共
同
利
用
に
踏
み
切

っ
た
こ
と
は
'
松
永
の
構
想
に

大
な
打
撃
を
与
え
た
｡
彼
は
'
火
力
統
制
会
社
設
立
案

18

0

こ
の
時
期
の
松
永
は
'
電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ
っ
て
業
界
の
中
で
孤
立
す
る
形
に
な
っ
た
｡
同
時
に
'
東
邦
の
内
部
で
も
'
統
制
問
題

(鮎
)

に
関
す
る
意
見
の
敵
密
が
目
立
ち
始
め
た
.

東
京
電
灯

小
林
は
'
電
力
連
盟
の
結
成
直
後
に
は
'
連
盟
を

一
応
評
価
し
な
が
ら
も
'
あ
く
ま
で
五
大
電
力
合
併
を
前
提
と
し
た

(

%
)

彼
の
統
制
案
を
実
行
に
移
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
｡

し
か
し
'
彼
は
'
三
五
年
五
月
に
は
国
家
の
手
に
よ
る
大
規
模
水
力
開
発
と
い
う
全

(97
)

-
新
た
な
統
制
案
を
提
唱
す
る
に
い
た
っ
た
｡
小
林
の
業
界
統
制
構
想
は
'
火
力
統
制
会
社
設
立
案
か
ら
五
大
電
力
合
併
後
の
卸
売

･
小

売
分
割
案
を
経
て
国
家
主
導
の
大
規
模
水
力
開
発
案

へ
と
'
脈
絡
の
な
い
変
転
を
と
げ
た
こ
と
に
な
る
｡

宇
治
川
電
気

林
は
,
電
力
連
盟
に
対
し
て
,
松
永
や
小
林
よ
り
も
高
い
評
価
を
与
毎

O
す
で
に
電
力
統
制
会
議
の
時
点
で
関
西

地
区
で
は
特
別
な
統
制
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
な
い
と
判
断
し
て
い
た
林
は
'
電
力
連
盟
の
結
成
で
業
界
が

一
応
安
定
す
る
と
考
え
た
よ

(弱
)

う
で
あ
る
｡
現
実
に
彼
は
'
電
力
道
明
皿結
成
以
後
は
電
力
統
制
問
題
に
関
す
る
問
題
意
識
を
稀
薄
化
さ
せ
て
い
っ
た
｡

こ
の
点
は
影
山
の

場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
｡

大
同
電
力

.
是

電
力

電
力
連
盟
に
対
し
て
は
,
大
同
の
増
田
も
,
日
電
の
内
藤
も
,
そ
れ
ぞ
れ
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
与

毎

｡

こ
れ
は
'
電
力
連
盟
の
原
案
が
卸
売
会
社
の
日
電
の
内
藤
の
手
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
'
い
わ
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
っ

MW
E

た
｡
大
同

･
日
電
両
社
は
'
電
力
連
盟
の
水
力
開
発
再
開
方
針
を
強
く
支
持
し
た
こ
と
､
電
力
連
盟
の
結
成
以
降
業
界
統
制
問
題
に
対
す

(潤
)

る
と
り
く
み
を
消
極
化
し
た
こ
と
､
な
ど
で
も
ほ
ぼ
同
様
の
動
向
を
示
し
た
｡



学負営経

六
総
括
と
展
望

以
上
の
検
討
か
ら
､

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
･三
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
電
力
業
経
営
者
の
動
向
を
､
｢私
的
独
占
の
強
化
の
み
を

(2
)

志
向
し
た
｣
と
単
純
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
｡
直
接
最
終
需
要
者
に
接
触
す
る
小
売
電
力
会
社
の
経
営
者
の

相
当
部
分
は
'
こ
の
時
期
に
は
多
か
れ
少
な
か
れ
電
力
盤声
の
公
益
性
を
認
識
し
'
発
電
コ
ス
ト
の
低
減
に
と
り
く
ん
だ
｡
中
で
も
東
邦
の

(は
)

(33
)

松
永
は
'
｢電
気
事
業
は
殆
ど
百
パ
ー
セ
ン
ト
公
益
事
業
｣
と
い
う
認
識
に
立
ち
､
｢極
度
迄
電
力
生
産
原
価
を
切
り
下
げ
｣
る
と
主
張
し

て
'
戦
後
の
電
力
再
編
成
を
見
通
し
た
先
見
的
な

『
電
力
統
制
私
見
』
を
発
表
す
る
に
い
た
っ
た
｡
松
永
の
動
向
に
注
目
す
れ
ば
'
こ
の

時
期
の
電
力
統
制
問
題
は
'
通
説
的
見
解
が
論
ず
る
よ
う
な
電
力
国
家
管
理
を
誘
発
し
た
前
史
と
し
て
で
は
な
く
'
電
力
再
編
成
を
準
備

し
た
前
史
と
し
て
意
味
を
.も

っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

し
か
し
,
現
実
に
は
日
本
の
電
力
業
は
'
業
界
の
自
主
統
制
か
ら
電
力
再
編
成

へ
直
進
す
る
こ
と
な
く
'
そ
の
間
に
電
力
国
家
管
理
と

い
う
企
業
形
態
の
激
変
を
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
｡
そ
の
過
程
を
本
格
的
に
検
討
す
る
こ
と
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ざ
る
を
え
な

い
が
,
本
稿
の
議
論
の
範
囲
に
お
い
て
も
'
松
永
の

『電
力
統
軌
私
見
』
が
な
ぜ
す
ぐ
に
は
実
現
に
い
た
ら
な
か
っ
た
か
t
と
い
う
点
が

問
題
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡

こ
の
点
で
重
要
な
意
味
を
も

っ
た
の
は
'
関
西
地
区
で
の
業
界
統
制
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
｡

松
永
の

『電
力
統
制
私
見
』
の
最
大
の
特
徴
は
､

一
区
域

一
会
社
主
義
に
よ
る
小
売
会
社
と
卸
売
会
社
の
合
併
を
打
ち
出
し
た
点
に
あ

っ
た
｡
従
っ
て
'
大
同
や
日
電
と
い
う
有
力
な
卸
売
会
社
が
足
場
を
置
く
関
西
地
区
で
地
方
的
合
同
が
進
展
す
る
か
否
か
は
､
『電
力

統

制
私
見
』
の
成
否
を
決
す
る
重
み
を
も

っ
て
い
た
｡
し
か
し
'
現
実
に
は
'
関
西
地
区
で
の
小
売
会
社
と
卸
売
会
社
の
合
併
は
進
展
し
な

か
っ
た
o
こ
こ
で
は
､
同
地
区
最
大
の
小
売
会
社
で
あ
る
宇
給
電
の
林
が
'

1
応
地
方
的
合
同
論
を
展
開
し
な
が
ら
､
関
西
地
区
で
の
合
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同
の
必
要
性
を
否
定
し
た
こ
と
が
'
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
｡

『
電
力
統
制
私
見
』
の
技
術
面
で
の
主
眼
は
'
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
を
実
施
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
｡
松
永
は
'
京
阪
神
地
区

の
火
力
発
電
所
を
き
わ
め
て
重
視
し
'
そ
れ
を
超
電
力
連
系
の
一
環
に
編
入
し
て
全
国
的
レ
ベ
ル
で
活
用
す
る
こ
と
を
'
技
術
面
で
の
業

界
統
制
構
想
の
中
心
に
す
え
て
い
た
｡
し
か
し
､
現
実
に
は
､
京
阪
神
地
区
の
火
力
発
電
所
の
利
用
問
題
は
'
関
西
地
区
の
枠
内
で
処
理

さ
れ
た
｡
そ
れ
を
端
的
に
示
し
た
の
は
'
関
西
四
社
の
手
に
よ
る
関
西
共
同
火
力
の
設
立
で
あ
っ
た
｡

松
永
は
'
東
邦
の
社
長
お
よ
び
東
電
の
取
締
役
と
し
て
'
中
京

･
北
九
州

･
関
東

･
四
国
の
各
地
区
で
業
界
統
制
問
題
に
影
響
力
を
行

5耶
血

便
し
た
が
'

肝
心
の
関
西
地
区
で
は
十
分
に
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
｡
松
永
が
'
『
電
力
統
制
私
見
』
の
発
表
以
後
徐
々

に

一
区
域

一
会
社
主
義
の
主
張
を
後
退
さ
せ
'
電
力
連
盟
の
結
成
後
は
業
界
内
で
孤
立
す
る
形
に
な
っ
た
の
は
'
こ
の
点
に
原
因
が
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
｡

自
ら
の
業
界
統
制
構
想
の
正
当
性
に
確
信
を
も
ち
な
が
ら
.も
業
界
内
で
孤
立
す
る
形
に
な
っ
た
松
永
は
､
強
い
焦
燥
感
を
い
だ
い
た
｡

そ
の
こ
と
は
'
電
力
連
盟
が
水
力
開
発
の
再
開
を
決
定
し
た
際
に
'
松
永
が
激
し
い
調
子
で
反
発
し
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で

き
る
｡

東
邦
の
社
内
に
は
､
松
永
と
同
様
に
焦
燥
感
を
い
だ
い
た
人
物
が
も
う

一
人
い
た
｡
そ
れ
は
'
調
査
部
の
有
力
メ
ン
バ
ー
と
し
て
松
永

の
業
界
統
制
構
想
の
形
成
に
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
は
た
し

(第
2
表
参
照
)
'
二
九
年
の
松
永
の
欧
米
視
察
に
も
降
行
し
た
出
弟

二

郎
で
あ
っ
た
.
出
は
'
超
電
力
連
系
と
水
火
併
用
方
式
に
よ
る
電
力
運
営
の
二
刀
化
と
い
う
松
永
と
同

1
の
目
標
を
め
ざ
し
た
が
'
基
本

的
に
は
電
力
民
営
論
者
で
あ
-
続
け
た
松
永
と
は
異
な
-
'

1
九
三
〇
年
代
に
は
徐
々
に
電
力
国
営
論
に
傾
斜
し
て
い
っ
た
Q
こ
れ
は
'

焦
燥
感
を
強
め
た
出
が
､
民
営
に
固
執
し
て
い
て
は
い
つ
に
な
っ
て
も
電
力
運
営
の
二
刀
化
を
達
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
判
断
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
東
邦
を
退
社
し
た
出
は
､
内
閣
調
査
局
の
専
門
委
員
と
な
り
'
奥
村
喜
和
男
調
査
官
と
と
も
に
'
電
力
国
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(描
)

家
管
理
論
争
の
出
発
点
と
な

っ
た
内
閣
調
査
局
案
を
作
成
し
た
｡
そ

の
後
も
出
は
'
企

画
院
嘱
託
と
し
て
臨
時
電

力
調
査
会

の
専
門
委
員

(1-6
)

と
な
り
'
中

心
的
な
電
力
国
営
論
者
と
し
て
活
躍
し
た
｡

松
永
と
出
は
'
電
力
国
家
管
理
論
争
に
お
い
て
'
そ
れ
ぞ
れ
の
陣
営
を
代
表
す
る
論
客
と
な

っ
た
｡
彼
ら
は
'
民
営
か
国
営
か
と
い
う

方
法
.の
点
で
は
正
反
対
の
立
場
を
と

っ
た
が
｣
電
力
運
営
を

〓
R
化
し

｢豊
富
で
低
廉
な
電
力
供
給
｣
を
実
現
す
る
と
い
う
目
標
の
点
で

(2
)

は

一
致
し
て
い
た
｡
こ
の
よ
う
な
両
者
の
対
決

の
構
図
拒
'
｢私
的
独
占
の
強
化
の
み
を
志
向
し
た
｣
電
力
業
経
営
者
と

｢豊
富
で
低
廉

な
電
力
供
給
｣
を
め
㌻
し
た
官
僚

(な
い
し
財
閥
)
と
が
対
洗
し
た
と
す
る
,
従
来
の
通
説
的
見
解
が
提
示
し
て
き
た
電
力
国
家
管
理
論

争
の
構
図
と
は
､
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ

っ
た
｡
松
永
と
出
の
議
論
に
注
目
し
つ
つ
､
新
た
な
視
角
か
ら
電
力
国
家
管
理
論
争
を
再
検

討
す
る
こ
と
は
'
筆
者
に
残
さ
れ
た
課
題
で
あ
る
｡

(1
)

桜
井
則

｢電
力
産
業
と
国
家
管
理
｣
(栗
原
東
洋
編

『現
代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅲ
電
力
』
第
三
編
､
交
誼
社
'

一
九
六
四
午
)二
舟
橋
循

｢電
力
国
家
管
理

の
過
程
｣

(広
島
大
学

『政
経
論
叢
』
第
二
二
巻
第
二
号
)'
坂
本
雅
子

｢電
力
国
家
管
理
と
官
僚
統
制
｣
(『季
刊
現
代
史
』
第
五
号
)'
栓
島
春
海

｢戦
時
経
済
体
制
の
成
立
過
程

と
産
業
政
策
｣
(安
藤
良
雄
編

『
日
本
経
済
政
策
史
論
下
』
第
八
章
'
東
京
大
学
出
版
会
､

一
九
七
六
年
)'
梅
本
哲
世

H

九
三
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
わ
が
国
電
力
業

の
展
開
｣
(大
阪
市
立
大
学

『経
営
研
究
』
第
三
〇
巻
第
二
号
)0

(2
)
高
橋
前
掲
論
文
'
二
〇
五
貢
C

(
3

)

拙
稿

｢電
力
直
盟
と
電
気
委
員
会
｣
(『社
会
経
済
史
学
』
第
四
八
巻
第
四
号
)
｡
以
下

｢電
力
連
盟
｣
と
略
す
.

l

(4
)

松
島
春
海

｢電
力
外
債
の
歴
史
的
意
義
｣
(『社
会
経
済
史
学
』
第
二
六
巻
第
六
号
)'
坂
本
前
掲
論
文
な
ど
.
な
お
'
高
橋
衛
氏
の
場
合
は
'
こ
の
よ
う
な
通
説
的
理

解
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
る
｡

(
5

)

拙
稿

｢戦
前
期
三
井
銀
行
の
電
力
金
融
｣
(『社
会
経
済
史
学
』
第
四
七
巻
第

一･号
)'
同

｢
五
大
電
力
と
電
力
外
債
｣
(『土
地
制
度
史
学
』
第
九
六
号
)'
同

｢三
井
銀

行
と
東
京
電
灯

･
東
邦
電
力
｣
(『経
営
史
学
』
第

一
七
巻
第
二
号
)'
同
前
掲

｢電
力
連
盟
｣｡
前
三
者
に
つ
い
て
は
'
以
下
そ
れ
ぞ
れ

｢電
力
金
融
｣へ
｢電
力
外
債
｣へ

｢東
電

･
東
邦
｣
と
賂
す
｡

(6
)

小
島
直
記

『嘩
氷
安
左
ヱ
門
の
生
涯
』
(
一
九
八
〇
年
)
五
九
五
～
五
九
六
頁
参
照
｡

(
7
)
前
掲
拙
稿

｢東
電

･
東
邦
｣
三
五
･
四
五
貢
参
照
｡

(8
)
林
安
繁

｢電
気
事
業
に
関
し
て
｣
(『宇
治
川
』
l
九
二
六
年

1
0
月
号
)

1
頁
｡
な
お
､
本
稿
で
は
'.引
用
を
行
な
う
際
に
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
た
｡
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(
9

)

実
際
に
は
'
三
井
銀
行
の
東
電
介
入
は
'
電
力
業
の
支
配
を
企
図
し
た
も
の
で
は
な
く
'
債
権
保
全
の
た
め
の
1
時
的
措
置
で
あ
っ
た
O
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
前
掲

拙
稿

｢電
力
金
融
｣
四
〇
頁
､
同

｢東
電

･
東
邦
｣
四
二
貢
参
照
｡

(
10

)

前
掲
拙
稿

｢東
電

･
東
邦
｣
四
二
～
四
三
貢
参
照
｡

(1
1

)

電
力
統
制
問
題
を
め
ぐ
る
逓
信
官
僚
と
財
閥
関
係
者
の
動
向
に
つ
い
て
は
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
連
盟
｣
三
四
-
三
五
貢
'
三
八
頁
'
四
〇
頁
参
照
｡

(12
)

電
力
統
制
問
題
の
経
過
に
つ
い
て
は
'
『電
気
事
業
法
制
史
』
(電
力
新
報
社
､

1
九
六
五
年
)

一
〇
七
-
1
六
二
頁
'
通
商
産
業
省
編

『商
工
政
策
史
第

二
四
巻
電

気

･
ガ
ス
事
業
』
(
一
九
七
九
年
)
八
八
～
二

二
頁
'

二

三

-
〓
l入
貢
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
連
盟
｣
三
二
～
四
〇
頁
参
照
｡

(13
)

本
稿
で
は
'
自
社
で
発
電
し
た
り
他
社
か
ら
購
入
し
た
り
し
た
電
力
を
最
終
需
要
者
に
販
売
す
る
こ
と
を
主
業
と
す
る
も
の
を
小
売
電
力
会
社
と
し
､
自
社
で
発
電
し

た
電
力
を
他
の
電
力
会
社
に
販
売
す
る
こ
と
を
主
菜
と
す
る
も
の
を
卸
売
電
力
会
社
と
す
る
｡
渡
哲
郎

｢関
西
に
お
け
る
電
力
独
占
体
の
形
成
｣
(京
都
大
学

『経
済
論

叢
』
第

1
三

1
巻
第

二

二
号
合
併
号
)
で
は
'
宇
治
電
が
卸
売
電
力
会
社
と
し
て
と
り
扱
わ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
見
解
に
は
首
肯
L
が
た
い
｡
宇
治
電
が
'
電
灯
料
収

入
の
少
な
さ
や
相
当
規
模
の
他
電
力
会
社

へ
の
売
電
な
ど
､
東
邦
や
東
電
と
は
異
な
る
特
徴
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
'
宇
治
宅
の
主
要
な
営
業
基
盤
は
あ

く
ま
で
最
終
需
要
者

へ
の
動
力
用
電
力
の
販
売
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
'
同
社
は
小
売
電
力
会
社
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
｡
現
実
に
'
宇
治
竃
の
経
営
者
や
業
界
の

関
係
者
は
'
同
社
を
小
売
電
力
会
社
と
認
識
し
て
い
た
｡
例
え
ば
､
三
宅
晴
輝

『
日
本
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
全
書
Ⅶ
電
力
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
読
本
』
(春
秋
社
'

一
九
三
七
年
)

で
は
'
三
七
年
九
月
未
現
在
の
宇
治
霞
の
営
業
状
態
に
つ
い
て
'
｢八
十
六
万
七
千
馬
力
の
電
力
供
給
の
う
ち
電
気
事
業
者

へ
の
供
給
'
即
ち
卸
売
と

一
般
供
給
即
ち
小

売
と
の
割
合
を
見
る
と
大
体
前
者
は
二
十
五
'
六
万
馬
力
'
後
者
五
十
六
､
七
万
馬
力
と
見
ら
れ
る
か
ら
､
宇
治
電
に
於
け
る
電
力
の
小
売
供
給
の
比
重
が
卸
売
の
そ
れ

に
故
べ
て
著
し
く
大
き
い
こ
と
が
判
る
｣
(
三
八
六
頁
)
と
述
べ
て
い
る
｡

(
14

)

通
産
省
編
前
掲
書
九
二
頁
｡

(
15

)

こ
れ
が
'
い
わ
ゆ
る

｢電
力
外
債
問
題
｣
で
あ
る
｡
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
外
債
｣
四
八
-
四
九
頁
参
照
｡

(
16
)

電
力
連
盟
と
電
気
委
員
会
の
機
能
に
つ
い
て
は
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
連
盟
｣
四
二
～
五
〇
貢
参
照
.

(17
)

前
掲
拙
稿

｢電
力
外
債
｣
五
〇
貴
参
照
｡

(18
)

本
稿
で
は
'
三
六
年
三
月
以
降
の
電
力
国
家
管
理
論
争
の
過
程
で
の
電
力
業
経
営
者
の
動
向
に
つ
い
て
は
'
直
接
的
に
は
と
り
あ
げ
な
い
｡
こ
の
論
点
に
関
し
て
は
､

別
の
機
会
に
立
ち
入

っ
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
｡

(
19

)

率
氷
安
左
ヱ
門

｢『米
国
超
電
力
連
系
に
関
す
る
組
織
』
を
刊
行
す
る
に
当
り
て
｣
(東
邦
電
力
調
査
部

『米
国
起
電
力
連
系
に
阻
す
る
組
織
』'

1
九
二
三
年
､
所
収
｡
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｢起
電
力
連
系
と
は
何
ぞ
や
｣
と
題
し
て
､
『電
撃
』

一
九
二
三
年
三
月
号
に
も
掲
載
｡
執
筆
時
期
は
二
二
年

二
一月
)参
照
｡

松
永
安
左
ヱ
門

｢電
気
事
業
統
制
に
就
て
｣
(『電
気
公
論
』
第

7
七
巻
第

1
0
号
t

I
九
三
三
年
九
月
)
四
七
九
頁
｡

栓
永
安
左
ヱ
門

｢電
気
事
業
｣
(
日
本
評
論
社

『社
会
経
済
体
系
』
第
九
巻
'

1
九
二
七
年
七
月
)
三
九
三
貢
C

琴
氷
は
他
に
貯
水
池
の
設
置
も
提
唱
し
た
が
'
適
当
な
設
置
地
点
が
少
な
い
こ
と
'
周
辺
住
民
の
反
対
が
強
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
､
実
効
性
は
乏
し
い
と
し
た
｡

S
u
b
er･
P
o
w
e
r
S
y
s
t
e

m
a
n
d
F
req
u
en
c
y
U
n
if
Z.C
a
tio
n
in
J
a
b
a
n
と
題
す
る
小
冊
子
に
し
て
刊
行
し
た
｡
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
'
福
田
畳

｢本
邦
に
於



学負営経

け
る
超
電
力
連
系
並
周
波
数

(上
)
(中
)
(
下
)｣
(『電
華
』

一
九
二
四
年
五
～
七
月
号
)
参
照
｡

(24
)

前
掲
拙
稿

｢東
電

･
東
邦
｣
三
〇
頁
参
照
｡

(25
)
松
永
安
左
ヱ
門

｢電
気
事
業
盛
衰
決
定
の
要
素
｣
(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
二
七
年

一
月

7
日
号
)'
同

｢序
文
｣
(電
気
事
業
研
究
会

『北
米
合
衆
国
大
西
洋
沿
岸
超

電
力
連
系
調
査
報
告
書
』､

一
九
二
七
年
､
所
収
)'
同
前
掲

｢電
気
事
業
｣
参
照
｡

(26
)
松
永
安
左
ヱ
門

｢電
力
国
営
反
対
論
｣
(『経
済
往
来
』

一
九
二
八
年
二
月
号
)0

(27
)

琴
氷
は
'
電
ガ
国
営
論
に
反
対
す
る
論
拠
の
ひ
と
つ
と
し
て
､
｢民
営
に
依
る
も
相
当
に
低
利
の
資
金
を
使
用
し
得
｣
(前
掲

｢電
力
国
営
反
対
論
｣

〓

頁
)
る
と
い

う
点
を
あ
げ
た
｡
彼
は
'
｢金
利
の
高
低
は
実
に
電
気
の
原
価
を
右
石
す
る
｣
(前
掲

｢電
気
事
業
｣
三
九
九
貢
)
と
述
べ
て
'
長
期
低
利
の
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に

一

連
の
提
案
を
行
な
っ
た
｡
こ
の
点
に
関
し
て
は
'
拙
稿

｢笹
木
安
左
ヱ
門
と
東
邦
電
力
の
資
金
調
達
｣
(青
山
学
院
大
学

『青
山
経
営
論
集
』
第

f
九
巻
第

1
号
)
参
照
｡

(
28
)
栓
､空
別
掲

｢電
力
国
営
反
対
論
｣

〓
ハ
貢
｡

(
g
i
)

栓
永
安
左
ヱ
門

『電
気
事
業
界
の
近
時
』
(
7
九
二
六
年
)､
同
前
掲

｢電
力
国
営
反
対
論
｣
参
照
｡

(30
)

渡
哲
郎

｢電
力
業
再
編
成
の
課
題
と

『
電
力
戦
』｣
(京
都
大
学

『経
済
論
叢
』
第

二
一八
巻
第

一
･
二
号
合
併
号
)0

(
31
)
駒
村
雄
三
郎

『電
力
界
の
功
罪
史
』
(交
通
経
済
社
'

一
九
三
四
年
)
二
二
七
真
参
照
｡

(
32
)

池
田
成
彬

『財
界
回
顧
』
(世
界
の
日
本
社
'

一
九
四
九
年
)
二
二
五
真
参
照
｡
二
二
年
の
東
邦
本
社
の
東
京
移
転
'
二
三
年
の
東
京
復
興
電
気
会
社
設
立
案

の
発
表

な
ど
の
一
連
の
於
永
の
施
策
は
'
こ
の
よ
う
な
考
え
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
O

(
33
)

『
電
力
統
制
私
見
』
の
一
部
分
｡
『東
邦
電
力
史
』
(
一
九
六
二
年
)
五
四
一
貢
よ
り
再
引
用
｡

(
34
)
聴
永
は
'
｢利
他
即
利
自
｣
(『
マ
ツ
ダ
新
報
』

1
九
二
八
年
六
月
号
)
で
も
同
様
の
点
を
強
調
し
た
.

(
35
)

前
掲

『電
気
事
業
法
制
史
』

〓

八
-
二

九
頁
参
照
｡

(
36
)

を
永
安
左
ヱ
門

｢私
の
履
歴
書
二
七
｣
(『
日
本
経
済
新
聞
』

一
九
六
四
年

1
月
二
八
日
付
).

(
37
)

を
島
春
海

｢栓
永
安
左
衛
門
｣
(下
川
浩

7
ほ
か

『
日
本
の
企
業
家

は戦
後
篇
』'
有
斐
閣
'

一
九
八
〇
年
'
所
収
)

二

三
貢
｡

(
讐

前
掲

『東
邦
電
力
史
』

1
二
三
～
一.
二
四
頁
'

二
二
六
j-
二
二
九
頁
参
照
｡

(
39
)

栓
永
前
掲

｢『米
国
超
電
力
連
系
に
関
す
る
組
織
』
を
刊
行
す
る
に
当
り
て
｣
参
照
｡

(40
)
東
邦
調
査
部
は
､
二
七
年
に
電
力
統
制
問
題
に
関
す
る
大
規
模
な
調
査
を
行
な
っ
た
｡
第
2
表
中
の

｢電
気
事
業
当
面
の
緊
要
問
題
｣
は
'
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
も

の
で
あ
る
｡

(
41
)

を
永
以
外
の
東
邦
の
役
員
も
'
寧
氷
と
同
趣
旨
の
業
界
統
制
論
を
展
開
し
た
｡
例
え
ば
'
角
田
正
喬

｢統
制
は
可
'
国
有
は
不
可
｣
(『
工
政
』

一
九
二
六
年

1
0
月
号
)

参
照
｡

(42
)

若
尾
埠
八

｢合
同
と
協
定
｣
(『経
済
往
来
』

一
九
二
八
年
三
月
号
)
四
二
貢
｡

(43
)

小
林

二
二
｢電
力
統
制
の
幻
影
｣
(『経
済
往
来
』

一
九
三
〇
年

一
月
号
)

一
七
五
頁
｡
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号3第巻91第

(
1V

)

林
安
繁

｢電
力
統
制
に
就
て
｣
(『宇
治
川
』

一
九
二
六
年
九
月
号
)'
同
前
掲

｢電
気
事
業
に
関
し
て
｣
(『
工
政
』

1
九
二
六
年

1
0
月
号
に
も
掲
載
),
同

｢過
剰
電

力
消
化
方
法
研
究
の
方
が
急
務
｣
(『
工
政
』

一
九
二
六
年

7
0
月
号
)
参
照
o

(
45
)

前
掲

『
電
気
事
業
法
制
史
』

二

九
-
1
二
〇
貢
参
照
d

(3
)

｢電
気
事
業
界
当
面
の
緊
要
問
題

(英
二
)｣
(『電
気
事
業
研
究
資
料
』

1
九
二
七
年
五
月
号
)
特
五
〇
頁
｡

(
5
)

影
山
銑
三
郎

｢料
金
認
可
制
度
の
急
施
を
望
む
｣
(『電
気
之
友
』
第
六
六
二
号
'

1
九
二
七
年
七
月
)､
同

｢如
何
し
た
ら
電
力
統
制
や
需
用
家
争
奪
が
円
満
に
解
決

出
来
る
か
｣
(『電
気
之
友
』
第
六
七
四
号
'

1
九
二
八
年

1
月
)'
同

｢唯

1
無
二
の
電
力
統
制
策
｣
(『宇
治
川
』

1
九
二
八
年
七
月
号
)
参
照
.
な
お
,
影
山
は
､
｢水

電
国
有
問
題
｣
(『電
気
之
友
』
第
六

一
四
号
､

1
九
二
五
年
七
月
)
で
は
'
水
力
発
電
所
の
国
有
国
営
化
を
と
り
あ
げ
た
C

(voo
)

石
川
芳
次
郎

｢国
家
統
制
資
本
主
義
下
に
於
け
る
卸
売
小
売
分
業
案
に
は
賛
成
｣
(『電
気
公
論
』
第

1
五
巻
第

1
0
号
,

1
九
≡

年
九
月
)
参
照
｡

(49
)

石
川
芳
次
郎

｢電
気
事
業
本
質
上
よ
り
見
た
る
市
営
の
是
非
｣
(『電
気
之
友
』
第
六
七
四
号
二

九
二
八
年

1
月
)
参
照
｡

(
R

)

増
田
次
郎

｢電
力
と
計
画
資
本
｣
(『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

1
九
二
六
年
六
月

〓

日
号
)

1
九
貢
O

(5
1

)

増
田
次
郎

｢電
力
界
の
廓
清
を
促
す
｣
(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
二
八
年

一
月

一
日
号
)
参
照
｡

(52
)

前
掲

『電
気
事
業
法
制
史
』

二

九
頁
参
照
｡

(
EB
)

福
沢
桃
介

｢序
｣
(前
掲

『
米
国
超
電
力
連
系
に
関
す
る
組
織
』
所
収
｡
｢超
電
力
連
系
の
利
益
｣
と
題
し
て
へ
『電
華
』

1
九
二
三
年
二
月
号
に
も
掲
載
O
執
筆
時
期

は
二
二
年

〓

1月
)
参
照
｡

(54
)
山
本
留
治
郎

『電
力
統
制
と
水
力
開
発
』
(電
気
新
報
社
'

1
九
二
七
年
)

1
九
二
-
二
〇
一
頁
参
照
.

(
55
)

福
中
佐
太
郎

｢電
気
事
業
の
緊
急
問
題
に
放
て
｣
(『電
気
経
済
時
論
』

一
九
三

一
年
九
月
号
)
参
照
｡

(tS
)

琴
氷
安
左
ヱ
門

｢電
気
事
業
と
料
金
制
度
の
確
立
｣
(≡

コ
ノ
ミ
ス
ト
』

完

二
八
竺

〇
月

1
日
号
)'
同

｢電
気
事
業
｣
(
日
本
評
論
社

『現
代
産
業
叢
書
第
四
巻

工
業
編
上
巻
』
'

一
九
二
九
年
三
月
)
参
照
｡

(
57
)

琴
空
別
掲

｢電
気
事
業
｣
(
1
九
二
九
年
)

1
〇
六
百
o

(
R
)

Y
asu
Zaem
On
M
atsun
ag
a･
Coopera
liv
e
S
itu
a
tio
n
in

th
e
E

lectlic
U
tility
lndLuslry
of
JaPan
(1929)
参
照
O

(o'LL,)

前
掲

『東
邦
電
力
史
≡

1三
〇
-
二
三
三
頁
二

皿
四
六
頁
'
｢電
力
界
に
投
じ
た

1
石
'
三
雲

品

の
東
南
近
畿
統
制
｣
(『電
気
公
論
』
第

1
四
巻
第
二
号
,.
1
九
三

〇
年
二
月
)'
西
山
信

一
｢北
九
州
に
於
る
電
力
統
制
の
将
来
｣
(『
工
政
』

一
九
三
二
年
六
月
号
)
参
照
｡

(60
)

Ⅹ
Y
z

｢電
力
統
制
物
語
｣
(『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
三

1
年
五
月

1
日
号
)
参
照
O

へ61
)
松
永
安
左
ヱ
門

｢電
力
会
社
の
統
制
問
題
｣
(『明
日
の
電
気
事
業
』
'
電
気
新
報
社
二

九
…

年
へ
所
収
)･
同

｢電
力
統
制
問
題
と
プ
ー
ル
組
織
｣
(『電
気
公
論
』

第

=
ハ
巻
第
二
号
'

完

三
二
年
二
月
)'
同

｢電
気
事
業
の
統
制
私
案
｣
(『電
気
界
』

1
九
三
二
年
五
月
号
o
F電
気
経
済
時
論
』
同
月
号
),
同

｢電
気
事
業
統
制

に

就
て
の
私
見
｣
(『電
気
公
論
』
第

二
ハ
巻
第
六
号
'

1
九
三
二
年
五
月
o
『電
研
』
同
月
号
)
参
照
.

(
eqw
)
村
瀬
未

=

1
般
物
価
か
ら
観
た
電
力
料
金
の
特
異
性
｣
(『電
気
公
論
』
第

1
五
巻
第

1
11号
･

1
九
三

年

二

月
Q
『電
気
経
済
時
論
』
同
月
号
三

ダ
イ
ヤ
モ
ン

24



経 営 史 学

ド
』
同
月

1
日
号
｡
前
掲

『
明
日
の
電
気
事
業
』)
参
照
.

(wig
)

宮
川
竹
馬

｢卸
売
と
小
売
の
電
力
料
金
に
就
き
て
｣
(『電
気
公
論
』
第

1
五
巻
第

1
三
号
二

九
三
l
年

〓
有

)'
同

｢電
気
事
業
者
間
の
卸
売
料
金
に
就
て
｣
(節

掲

『明
日
の
電
気
事
業
』)
参
照
｡

(朗
)

『
男
爵
郷
誠
之
助
君
伝
』
(
1
九
四
三
年
)
六
二
三
頁
'
六
l三

r～六
三
二
頁
､
六
四
二
頁
参
照
.

(65
)
郷
誠
之
助

｢電
力
統
制
に
就
て
｣
(前
掲

『
明
日
の
電
気
事
業
』)
参
照
｡

(S
)

小
林

1
三

｢独
占
は
事
実
で
あ
る
｣
(『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
二
九
年
四
月

7
五
臥
号
)'
同
前
掲

｢電
力
統
制
の
幻
影
｣,
同

｢減
資
か
?

減
配
か
?
｣
(『経
済
往

来
』

一
九
三
〇
年
七
月
号
)
参
照
｡
な
お
､
東
電
を
代
表
し
て
臨
時
電
気
事
業
調
査
部
の
部
員
と
な
っ
た
太
刀
刊
平
治
も
'
｢電
気
事
業
経
営

の
基
調
｣
(『電
気
之
友
』

第
七
四
六
号
'

一
九
三
一
年

一
月
)
で
発
電
コ
ス
ト
低
減
の
必
要
性
を
強
調
し
た
｡

(
67

)

小
島
前
掲
書
六
三
二
-
六
三
三
頁
参
照
｡

(68
)

小
林

一
三

｢五
大
電
力
合
併
と
そ
の
統
制
｣
(『東
洋
経
済
新
報
』

I
九
三
二
年
三
月

7
.九
日
号
)
参
照
｡

(
餌

)

小
林
前
掲

｢電
力
統
制
の
幻
影
｣

一
七
六
頁
｡

(乃
)

林
安
繁

｢電
気
事
業
の
統
制
か
ら
見
た
官
民
合
同
経
営
に
裁
て
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
五
巻
第

1
0
号
'

1
九
三
1
年
九
月
)
参
照
.

(71
)
林
安
繁

｢電
気
統
制
上
よ
り
見
た
る
電
気
事
業
の
体
形
｣
(前
掲

『
明
日
の
電
気
事
業
』)
二
〇
貢
｡

(乃
)
林
安
繁

｢国
艶
と
し
て
吾
邦
発
電
本
位
は
永
力
火
力
何
れ
に
依
る
べ
き
か
｣
(『電
気
公
論
』
第

妄

巻
第

二
専

･

1
九
三

年

二

月
)
参
照
｡

(
73
)
林
前
掲

｢電
気
統
制
上
よ
り
見
た
る
電
気
事
業
の
体
形
｣
二
一
貢
｡

(a
)
林
安
繁

｢電
気
事
業
刻
下
の
諸
問
題
(
1
)｣
(『
電
気
公
論
』
第

1
五
巻
第

〓

号
'

7
九
三
l
年

7
0
月
)'
同
前
掲

｢電
気
統
制
上
よ
り
見
た
る
電
気
事
業
の
体
形
｣

参
照
｡

(
75
)
林
前
線

｢電
気
事
業
刻
下
の
諸
問
題

(
こ
｣
参
照
｡

(
76
)

例
え
ば
'
福
中
佐
太
郎

｢電
気
事
業
経
営
者
の
考
慮
を
促
す
｣
(『電
気
経
済
時
論
』

i
九
三
1
年

t
月
号
)
は
､
三
〇
年
末
の
京
阪
神
地
区
の
電
力
需
給
に
つ
い
て
･

正
味
の
可
能
出
力
七
二
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
対
し
て
余
剰
電
力
二
〇
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
が
生
じ
て
い
る
と
論
じ
た
O

(77)
増
田
次
郎

｢電
気
事
業
の
前
途
は
ど
う
な
る
か
｣
(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

一
九
三
〇
年

一
月

一
日
号
)､
同

｢我
国
電
気
事
業

の
前
途
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
四
巻
第

一

号
t

I
九
三
〇
年

1
月
).
石
川
芳
次
郎

｢電
気
事
業
に
対
し
投
資
家
の
理
解
を
望
む
｣
(『電
気
之
友
』
第
七
三
四
号
t

l
九
三
〇
年
七
月
)
参
照
｡

( ( (( (
828180 79 78
) ) ) ) )

林
前
掲

｢電
気
統
制
上
よ
り
見
た
る
電
気
事
業
の
体
形
｣
参
照
｡

影
山
銑
三
郎

｢電
力
会
社
の
合
同
は
先
づ
人
事
の
統
制
か
ら
｣
(前
掲

『
明
日
の
電
気
事
業
』)
参
照
｡

影
山
銑
三
郎

｢昭
和
七
年
の
電
気
事
業
界
｣
(『電
気
経
済
時
論
』

一
九
三
三
年

一
月
号
)

一
九
頁
｡

福
沢
桃
介

｢電
力
統

1
問
題
と
特
殊
会
社
設
立
提
議
｣
(『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

1
九
二
九
年
四
月

7
五
目
号
)
参
照
.

有
村
慌
之
助

｢卸
売
'
小
売
分
業
に
放
て
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
五
巻
第

一
〇
号
､

一
九
三
一
年
九
月
)'
増
田
次
郎

｢電
気
界
を
活
か
す
途
｣
(前
掲

『
明
日
の
電
気

25
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事
業
』)
参
照
C

(
83
)
村
淑
前
掲

〓

般
物
価
か
ら
観
た
電
力
料
金
の
特
異
性
｣'
有
村
慣
之
助

｢資
産
切
下
げ
論
に
対
す
る
考
案
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
五
巻
第

t
二
号
'

1
九
三
1
年

1

7
月
)
参
照
｡

(
8
)

池
尾
芳
蔵

｢電
力
界
は
根
本
策
更
改
の
時
期
｣
(『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』

7
九
二
九
年

1
月

1
日
号
)
参
照
｡

(
85
)

内
藤
熊
喜

｢
日
本
の
電
気
事
業
は
如
何
に
合
理
化
す
べ
き
か
｣
(『電
気
之
友
』
第
七
三
四
号
'

一
九
三
〇
年
七
月
)
参
照
｡

(
8
6

)
内
藤
熊
菩

｢電
力
料
金
問
題
に
対
す
る
1
考
察
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
五
番
第

t
三
号
､

7
九
三

一
年

1
二
月
)
参
照
.

(
87
)
内
藤
熊
喜

｢電
力
連
盟
規
約
に
就
て
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
六
巻
席
五
号
'

一
九
l三
一年
四
月
)'
同

｢電
力
連
盟
規
約
に
よ
る
統
制
に
就
い
て
｣
(『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
二
年
五
月
二
八
日
号
)
参
照
｡

(
88
)

電
力
連
盟
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
'
前
掲
拙
稿

｢電
力
連
盟
｣
三
七
～
四
〇
頁
参
照
｡

(98
)

枚
永
安
左
ヱ
門

｢電
業
統
制
問
題
の
由
来
及
び
帰
結
｣
(『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
二
年
五
月
二
八
日
号
)'
同

｢電
気
事
業
を
大
局
よ
り
熟
慮
あ
れ
｣
(『電
気
公
論
』

第

1
六
巻
第

二
1号
'

1
九
三
二
年

1
1
月
)
参
照
.

(90
)
栓
永
前
線

｢電
気
事
業
統
制
に
就
て
｣
四
七
九
-
四
八
〇
頁
｡
な
お
'
引
用
の
際
に
'
必
要
と
思
わ
れ
る
句
点
を
付
し
た
｡

(
9
1
)

率
氷
前
掲

｢電
気
事
業
統
制
に
裁
て
｣
参
照
｡

(
9
2

)

栗
原
編
前
掲
書
二
二
五
～
二
二
六
貢
参
照
｡

(93
)

を
永
前
掲

C
oo
b
e
rative
S
itu
a
tio
n
in

the
E
lectric
U
tility
In
d
u
stry
of
J
ab
an
参
照
｡

(94
)

栓
永
前
掲

｢電
気
事
業
統
制
に
就
て
｣
参
照
｡

(95
)
例
え
ば
'
栓
永
の
火
力
統
制
会
社
設
立
案
を
拒
否
し
た
電
力
連
盟
の
発
電
計
画
専
門
委
員
会
に
は
､
東
邦
の
宮
川
が
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
｡

(
96
)

小
林

1
三

｢電
力
連
盟
と
其
将
来
｣
(『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
二
年
五
月
二
八
日
号
)
参
照
o

(97
)

小
林

三
一
｢電
気
事
業
経
営
の
改
革
｣
(
三
五
年
五
月
の
講
演
｡
『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
五
年
六
月
二
九
日
号
)
参
照
｡

(98
)

林
安
繋

｢電
気
事
業
連
盟
に
就
て
｣
(『東
洋
経
済
新
報
』

一
九
三
二
年
五
月
二
八
日
号
)
参
照
｡

(
9
9

)
林
は
'
｢産
業
の
発
達
と
電
力
界
の
動
向
｣
(『電
気
之
友
』
第
七
八
九
号
'

一
九
三
四
年

一
月
)
や

｢我
国
発
電
事
業
の
発
達
と
工
業
電
化

の
現
状
｣
(『
工
政
』

一
九

三
四
年
四
月
号
)
の
中
で
､
業
界
統
制
問
題
に
言
及
し
な
か
っ
た
｡

(
1-D
)
増
田
次
郎

｢電
気
事
業
の
革
新
と
連
盟
組
織
｣
(『電
気
公
論
』
第

一
六
巻
弟
五
号
'

一
九
三
二
年
四
月
)'
同

｢電
力
連
盟
の
精
神
を
尊
重
せ
よ
｣
(『東
洋
経
済
新
報
』

1
九
三
二
年
五
月
二
八
日
号
)'
同

｢電
力
連
盟
に
就
て
｣
(『電
気
公
論
』
第

1
六
巻
薦

二
一号
'

1
九
三
1
年

二

月
)､
内
藤
熊
喜

｢電
力
連
盟
の
成
立
に
際
し
て
｣

(『電
気
経
済
時
論
』

i
九
三
二
年
五
月
号
)
参
照
O

(
1-1
)

増
田
次
郎

｢期
待
す
べ
き
今
後
の
電
力
界
｣
(『電
気
公
論
』
第

1
七
巻
第

1
0
号
'

一
九
三
三
年
九
月
)'
内
藤
熊
喜

｢今
後
の
発
電
計
画
に
裁

て
｣
(『電
気
公
論
』

薦

一
七
巻
第

一
〇
号
'

一
九
三
三
年
九
月
)
参
照
｡
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(
1-2
)

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
'
こ
の
時
期
に
ほ
ぼ
同
様
の
動
向
を
示
し
た
両
社
の
経
営
者
が
t
の
ち
に
､
日
竃
の
池
尾
.は
電
力
国
家
管
理
に
対
す
る
反
対
運
動
の
先
頭
に

立
ち
'
大
同
の
増
田
は
電
力
国
家
管
理
に
迎
合
す
る
と
い
う
対
照
的
な
行
動
を
と
っ
た
の
は
な
ぜ
か
t
と
い
う
点
で
あ
る
｡
こ
の
問
題
を
解
明
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は

｢電
力
外
債
問
題
｣
の
打
撃
の
差
異
な
ど
か
ら
生
じ
た
両
社
の
業
績
の
違
い
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
'
こ
の
点
に
関
し
て
は
'
準
備
中
の
別
稿

｢大
同
電
力
と
外
債
｣

の
中
で
立
ち
入

っ
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
｡

(
1-3
)

笹
氷
前
掲

｢電
業
統
制
問
題
の
由
来
及
び
帰
結
｣
三
二
貢
｡

(
1-
)

関
東
に
つ
い
て
･は
'
電
気
新
報
社

『
電
気
年
報
昭
和

1
0
年
版
』

〓
ハ
五
-
〓
ハ
大
貫
参
照
｡
ま
た
'
四
国
に
つ
い
て
は
､
前
掲

『東
邦
電
力
史
』
二
五
四
～
二
五
七

貢
参
照
｡

(
1-5
)

栗
原
編
前
掲
書
三
〇
〇
頁
参
照
｡

(
1-6
)

例
え
ば
､
出
弟
二
郎

｢犠
牲
な
き
協
力
(上
)(中
)(下
)｣
(『ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』

一
九
三
七
年

二
一月
二
一
日
号
'

一
九
三
八
年

一
月

二

二
二

日
号
)
参
照
｡

(青
山
学
院
大
学
)
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